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わき上がる風てロマンの町づくり

HIJIKAWA 

写四
No.1~ 

風の博物館オープン

平成4年12月より建設が進められていた風の博物館がこのほど完成し 3月1日に落成式が行われました。

当日は、午前9時から風の博物館で町内外の関係者約130人の出席をえ、開館セレモニーとして、アドバルソ・

煙火打ち上げ、テープカット等があり、太陽光発電や風車発電のスイッチが入れられました。

11時から式典があり、町長祝辞に続いて感謝状贈呈、来賓祝辞のあと、元年 5月にオープソした「五十崎凧博

物館」との姉妹館提携が行われ、風が縁で交流を深めることになりました。

令月号の主な内容
＝町報＝

唖風の博物館落成・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2

慢肱JII町消防出初式・・・・・・・・・・・・・・・..4 
慢長寿番付・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・ ・ • .... 5 

優土曜日閉庁のお知らせ・・・・・・・・・・・・ 8
慢年金だより・・•..．．．．．.．．.．.．．．．．．．．.．． 8

慢社協だより・・•.．．． ． ．．．．．．．．．．．．．．.．．．． 9

唖林構だより・・・・・・ ・・ ・ ・・・・・・ ・・・・ ・・ ・・・・・ •10
湧お知らせ・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・20

＝農林だより＝
〶きゅうり生産 1 億円逹成記念大会 •••12 
慢生命総合共済がスタート・・・・・・・・・13

慢林業教室につI,ヽて・・・・・・・・・・・・・・・・ 14 

＝公民館報＝

*！提言今公民館に求めるもの • • ••••16

唖歴代館長回想録・・・・・・・・・・・・・・・・ ・ ・・ •18

唖みんなの幸せを願って・・・・・・ ・・・ ・ ••19

(2ページに関連記事掲載）

町民のうごき

人 口 3,427人 (- 1)

男 1,666人 (-1)

女 1,7 6 1人（土0)

世帯数 1, 0 1 4謀(+2) 

（平成6年2月28日現在）
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風 の博 物 館 落 成

一五十崎町の凧博と姉妹館提携
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風 の 博 物 館 全 景

「
新
し
い

町
創
造
計
画
」
の
一
環

と
し
て
、
か
ね
て
か
ら
整
備
を
進
め

て
い
た
「
風
の
博
物
館
」
が
完
成
し
、

三
月
一

日
オ
ー
プ
ソ
し
ま
し
た
。

こ
の
博
物
館
は
町
づ
く
り
特
別
対

策
事
業
に
よ
り
、
鉄
筋
コ
ソ
ク
リ
ー

ト
三
階
建
て
延
ベ

ニ、

0
一
八
面
、

総
事
業
費
六
億
円
で
建
設
さ
れ
、
一

階
は
博
物
館
機
能
と
し
て
展
示
室
、

事
務
室
、
二
階
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機

能
と
し
て
多
目
的
ホ
ー
ル
、
．
小
会
議

室
、
三
階
は
学
習
・
研
究
機
能
と
し

て
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
修
室
、
工
作

実
験
室
、
風
お

こ
し
室
と
な
っ
て
い

ま
す
。

博
物
館
は
「
町
お
こ
し
セ
ン
タ
ー
」

今
月
は
「
風
の
博
物
館
」
に
つ
い

て
皆
さ
ん
と

一
緒
に
考
え
て
見
た
い

と
思
い
ま
す
。

博
物
館
は
、
単
に
展
示
資
料
を
並

べ
て
公
開
す
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、

町
の
持
っ
て
い
る
価
値
や
魅
力
を
再

発
見
し
、
そ
れ
を
活
か
し
育
て
る
町

の
中
核
的
役
割
を
担
う
場
と
位
置
づ

け
て
い
ま
す
。

こ
の
役
割
を
果
た
す
機
能
と
し
て

次
の
四
つ
の
機
能
が
あ
り
ま
す
。

第
一
は
、
風
を
知
る
こ
と
で
す
。

博
物
館
は
こ
ん
な
と
こ
ろ

全
国
に
も
風
に
関
す

る
博
物
館
は
無
く
、

風
に
関
す
る
資
料
・

情
報
等
を
収
集
し
、

具
体
的
に
風
を
知
り

学
ぶ
こ

と
で
す
。

第
一
一
は
、
人
が
集

ま
る
こ
と
で
す
。
目

的
は
、
い
ろ
い
ろ
考

え
ら
れ
ま
す
が
、
イ

ベ
ソ
ト
の
相
談
で
も

い
い
、
新
し
い
農
産

加
工
の
品
評
会
で
も

い
い
、
何
か
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
も
い

い
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会

で
も
い
い
、
人
が
集
こ

ま
り
、
住
民
の
憩
い

の
場
と
し
て
の
機
能

で
す
。第
三
は
、
新
し
い
も
の
を
作
り
出

す
と
い
う
、
起
業
化
で
す
。
新
し
い

事
業
を
こ
こ
か
ら
生
み
出
す
こ
と
で

す
。
付
加
価
値
の
高
い
産
業
を
生
み

出
す
た
め
の
実
験
の
場
と
い
え
ま
す
。

第
四
は
、
情
報
を
発
信
す
る
こ
と

で
す
。
町
の
も
っ
て
い
る
魅
力
や
価

値
を
町
外
に
向
け
て
情
報
を
発
信
す

る
基
地
で
あ
り
、
同
時
に
情
報
を
集

め
る
場
と
い
え
ま
す
。

博
物
館
に
は
、
珍
し
い
も
の
や
、

ア
ッ
と
驚
く
も
の
が
展
示
し
て
あ
る

と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
ず
、
展
示
室
に
入
る
と
、
気
象

衛
星
「
ひ
ま
わ
り
」
か
ら
送
ら
れ
て

く
る
、
雲
の
動
き
、
風
の
動
き
が
一

目
で
分
か
り
ま
す
。

第

一
の
コ
ー
ナ
ー
で
は

「
風
と
宇

宙
」
で
す
。
こ
こ
で
は
宇
宙
の
誕
生

か
ら
風
が
生
ま
れ
、
風
が
宇
宙
を
か

け
め
ぐ
る
姿
が
見
ら
れ
、
太
陽
系
の

惑
星
に
は
、
風
速
数
百
メ

ー
ト

ル
の

風
が
吹
き
荒
れ
て
お
り
、
様
々
な
現

象
が
見
れ
、
そ
れ
と
比
べ
る
と
地
球

の
風
は
優
し
く
、
い
ろ
い
ろ
な
風
が

地
球
を
回
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。第
二
の
コ
ー
ナ
ー
は

「
風
と
生
命
」

で
す
。

筑
波
大
学
の
吉
野
教
授
は

「
風
が
な

い
と
こ
の
地
球
で
は
何
も
生
き
て
は

五十崎凧博物館との姉妹館提携に調印する
森永町長と大野町長
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地
域
の
特
性
を
生
か
し
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
利
用
す
る
施
設
と
し
て
、

太
陽
光
発
電
装
置
を
博
物
館
屋
上
に

設
置
し
て
い
ま
す
。

地
球
環
境
が
叫
ば
れ
る
今
日
、
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
の
町
づ
く
り
に

向
け
て
、
ク
リ
ー
ソ
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

有
効
活
用
を
ア
ピ
ー
ル

し
ま
す
。

最
大
二
十
キ
ロ
ワ
ッ

ト
シ
ス
テ
ム
の
装
置
で

す
が
博
物
館
内
の
使
用

す
る
電
気
の
一
部
を
ま

か
な
っ
て
い
ま
す
。

小
型
で
は
あ
り
ま
す

が
、
風
車
も
十
二
基
設

置
し
発
電
を
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
の
発
電
料
は

わ
ず
か
な
も
の
で
今
の

と
こ
ろ
利
用
し
て
お
り

ま
せ
ん
が
、
樹
木
の
ッ

リ
ー
照
明
、
子
供
を
対

象
と
し
た
電
気
自
動
車

の
充
電
用
電
源
な
ど
に

活
用
し
て
い
き
ま
す
。

太 陽 光 発 電 装 置

い
け
な
い
」
と
い
わ
れ
ま
し
た
。

地
球
で
は
、
様
々
な
生
命
が
営
ま

れ
て
い
ま
す
。
風
は
空
気
を
運
び
、

水
を
運
び
、
種
を
運
び
、
温
度
を
運

ん
で
い
ま
す
。
風
の
な
い
と
こ
ろ
に

生
命
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

私
達
は
、
普
段
、
風
を
感
じ
た
り

考
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
風

が
こ
の
地
球
の
特
殊
な
環
境
を
つ
く

り
、
風
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る

私
た
ち
の
生
活
関
係
を
知
る
こ
と
が

出
来
、
ま
さ
に
、
私
達
が
地
球
と
共

生
し
て
い
く
た
め
の
心
構
え
を
教
え

て
く
れ
ま
す
。

第
三
の
コ
ー
ナ
ー
で
は

「
風
と
工

ネ
ル
ギ
ー
」
、
第
四
の
コ
ー
ナ
ー
で

博
物
館
は
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

つ
い
て
考
え
ま
す

は
「
風
と
精
神
」
、
第
五
の
コ
ー
ナ
ー

で
は
「
風
と
生
活
」
、
第
六
の
コ
ー

ナ
ー
は

「
風
の
体
験
」
な
ど
、
文
字

通
り
「
風
を
知
り
」
「
風
を
体
験
」

し
、
「
風
を
見
る
」
こ
と
が
で
き
ま

す
。

博
物
館
と
そ
の
周
辺

博
物
館
を
中
心
と
し
て
、
大
駄
場

周
辺
を

一
体
と
し
て
考
え
、
鹿
野
川

園
地
、
丸
山
公
園
、
歴
史
民
俗
資
料

館
、
鹿
喝
固
、
体
験
交
流
館
、
茶
堂

ル
ー
ト
、
風
の
り
広
場
、
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
、
風
車
群
な
ど
の
周
辺
整
備
が
完

了
し
ま
す
。

一
連
の
整
備
は
、
「
新
し
い
町
創

造
計
画
」
の
中
で
の
公
園
整
備
で
あ

り
「
風
の
文
化
公
園
」
と
い
え
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
を
始
め
、
お
と
ず

れ
る
町
外
の
皆
さ
ん
が
、
自
然
を
学

び
、
自
然
を
体
験
す
る
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ

空
間
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。

博
物
館
で
は
、
日
常
的
な
集
ま
り

と
し
て
、
各
種
部
会
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
、
趣
味
の
会
、
サ
ー
ク
ル
活
動
等

の
集
ま
り
と
し
て
、
非
日
常
的
な
集

ま
り
で
は
風
に
関
す
る
サ
ミ
ッ

ト
、
音
楽
会
、
映
画
会
、
演

劇
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
フ
ォ
ー

ラ
ム
、
シ
ソ
ボ
ジ
ュ
ー
ム
、

公
民
館
結
婚
式
等
に
活
用
し
、

屋
外
で
は
、
自
然
を
散
策
す

る
茶
堂
ル
ー
ト
で
の
健
康
ウ
ォ

ー
ク
、
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ソ

グ
、
風
の
り
広
場
で
の
遊
び
、

風
の
屋
外
コ
ソ
サ
ー
ト
等
順

次
企
画
さ
れ
ま
す
。

今
回
は
博
物
館
全
体
の
紹

介
を
し
ま
し
た
が
、
次
号
か

ら
は
、
何
回
か
に
わ
け
て
こ

ま
か
く
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

号
な
ん

け
→取力早

ソ 人館者第一号~は見し

私り l速広見町の深井さん のしの
町ま風

がまド博 深た博
入し他物ま館偶一お光間ラし三 井が物
館たの館し第然般りにのブて月深艶‘館
第°記よた 一 重公‘来皆三い二井子入が
一 念り°号な開博町さ十る日ささ館こ
品テ とり初物さん名老‘んん者の
をレ な‘日館れとの人所はで第程
受ホ り入がのて観仲ク属‘しーオ

炉
た号 l
． ゜はプ、広‘ノ

釦博物館オーフニ‘ガ展示案内
≫宇宙di 快像 ）＼ネル
≫艮aネルキし限俎肛紐冥割且）（ネ）し
9世界の風 映且 Iしネル

八ネル

項咀lt勧黛コレクシ3ン
m̀og沼虞
（生活昂am
g1取 '）

風車模型 （展示室 1階）

て
、
と
て
も
光
栄
で
す
」
と
よ
ろ
こ

ん
で
い
ま
し
た
。

人館料のご案内

開館時間

休館日

入館料

午前9時～午後5時

毎週月曜日及び祝祭日

の翌日

大人

小中学生

円

円
0

0

 

0

0

 

2

1
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恒
例
の
肱
川
町
消
防
出
初
式
が
、

二
月
十
一
日
、
午
前
九
時
か
ら
肱
川

中
学
校
で
団
長
以
下
一
五
六
名
が
出

動
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
も
部
隊
訓
練
、
は
し
ご
操
法

ポ
ソ
プ
操
法
や
分
列
行
進
等
が
披
露

さ
れ
、
規
律
正
し
い
訓
練
に
来
賓
か

ら
拍
手
が
お
く
ら
れ
ま
し
た
。
続
い

て
、
三
十
八
名
の
団
員
に
県
知
事
・

県
消
防
協
会
長
等
か
ら
消
防
活
動
の

功
績
と
永
年
勤
続
に
対
し
て
、
表
彰

状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

町
長
式
辞
の
後
、
愛
媛
県
知
事
を

は
じ
め
、
大
洲
喜
多
消
防
団
連
合
会

長
、
大
洲
警
察
署
長
、
町
議
会
議
長

な
ど
来
賓
か
ら
の
祝
辞
が
あ
り
ま
し

こ。t
 又
、
今
年
は
川
上
支
署
に
よ
り
三

年
に
一
度
行
わ
れ
る
消
防
演
技
が
あ

肱川町消防出初式

38名が表彰

り
交
通
事
故
に
伴
う
火
災
発
生
の
想

定
で
救
急
・
救
助
・
消
火
の
き
び
き

び
し
た
訓
練
披
露
が
あ
り
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
、
役
場
裏
の
河
原
で

一
斉
放
水
を
行
い
出
初
式
を
締
め
く

く
り
ま
し
た
。

な
お
、
表
彰
さ
れ
た
団
員
の
皆
さ

ん
は
次
の
方
々
で
す
。

◎
愛
媛
県
知
事
表
彰

(
1
名）

0

功
労
章

第

2
分

団

分

団

長

冨

永

幸

男

◎
愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰
(
8
名）

0

勤
続
章
（
十
五
年
以
上
）

第
一
分
団
班
長

山
内

第

三

分

団

班

長

寺

岡

第

四

分

団

団

員

畦

田

0

勤
続
章
（
十
年
以
上
）

第

一

分

団

団

員

台

野

第

一

分

団

団

員

片

山

正
光
一
郎

正
志修

斉
範

第 1分団による部隊訓練

川上支署による消防演技

第

三

分

団

団

員

堀

尾

長

一

第

三

分

団

団

員

三

好

英

二

第

五

分

団

団

員

藤

田

幸

男

◎
大
洲
喜
多
消
防
団
連
合
会
長
表
彰

(
12
名
）

0

勤
続
章

第

二
分
団
団
員

第
一
分
団
団
員

第

一
分
団
団
員

第
一
分
団
団
員

第
二
分
団
団
員

第
四
分
団
団
員

第
四
分
団
団
員

第
四
分
団
団
員

第
四
分
団
団
員

第
五
分
団
団
員

第
五
分
団
団
員

第
五
分
団
団
員

冨

永

公

徳

出

水

清

志

沖

野

幸

三

富
永
美
千
也

和

氣

哲

弘

椿

野

利

光

思

田

孝

幸

中

田

健

一

上

田

秀

夫

山

下

雅

英

石

田

保

幸

三

瀬

哲

也

◎
肱
川
町
長
表
彰

第
二
分
団
団
員

第
一
分
団
団
員

第
一
分
団
団
員

第
一
分
団
団
員

第
一
分
団
団
員

第
二
分
団
団
員

第
三
分
団
団
員

第
三
分
団
団
員

第
四
分
団
団
員

第
四
分
団
団
員

第
四
分
団
団
員

第
四
分
団
団
員

第
五
分
団
団
員

第
五
分
団
団
員

第
五
分
団
団
員

第
五
分
団
団
員

第
五
分
団
団
員

(17
名）

宮

尾

善

郎

河

野

一

也

冨

永

秀

昭

沖
永
賀
壽
男

道

田

和

弘

藤

高

茂

治

上

仲

伸

二

沖

野

晃

己

石

家

清

石

河

健

次

中
野
富
士
雄

久

保

政

文

山

下

渉

浜

田

律

朗

宮

田

勝

利

東

置

一

堀

内

保

宏

子
供
た
ち
の
す
こ
や
か

な
成
長
を
願
う
「
流
し
び

な
」
の
行
事
が
三
月
九
日
、

役
場
裏
の
河
辺
川
で
中
野

幼
稚
園
（
池
田
重
雄
園
長

二
九
人
）
の
園
児
が
色
紙

で
お
ひ
な
さ
ま
を
作
り
舟

に
風
船
を
つ
け
、
菜
の
花

な
ど
を
入
れ
て
老
人
ク
ラ

ブ
の
皆
さ
ん
が
見
守
る
中

次
々
に
流
れ
に
放
し
て
い

き
ま
し
た
。

こ
の
伝
統
行
事
は
、
園

児
た
ち
に
夢
を
は
ぐ
く
も

う
と
昭
和
五
十
七
年
か
ら

続
け
ら
れ
て
お
り
今
年
で

十
三
回
目
に
な
り
ま
す
。
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長 寿 番 付

”表

東 寿 西

部落名 氏 名 生年月日 年齢 番 付 部落名 氏 名 生年月日 年齢

上嵯峨谷 高橋 安 一 明治27.11.14 99 横網 下鹿野川 亀田 ヌイ 明治28.5. 8 98 

上鹿野川 大越モトヱ 明治28.7.30 98 大関 上鹿野川 ,晶氷、 廣 明治30.4.27 96 

山 槌池田コマ ッ 朋治30.11.20 96 関脇 中居谷 西本カ メ ヨ 明治31.1. 30 96 

中居谷 櫻田 ミサヲ 明治32.1.13 95 小結 森 兵頭猪 三 雄 明治32.s. 7 94 
上鹿野川 米田 フク ヱ 明治32.7.15 94 前頭筆頭土/ヒヽ 栄 上野サカヱ 明治32.12.17 94 

中 野 曽 根イ シ ヱ 明治33.1.12 94 2 郷 栗田 クニヱ 明治33.1.30 94 

柳 堀 兼 治 明治33.3.11 93 3 郷 高岡 ミヱ 明治33.6.14 93 

汗 生尾下ト ク ヲ 朋治33".10.4 93 4 上森 山 石川ト シ ヱ 明治34.1. 8 93 

中 津二宮タヨリ 明治34.6. 3 92 5 協 生 沖田夏 五 郎 明治34.6.14 92 

大 平竹本ツルヲ 明治34.9. 6 92 6 白 石三好セヲリ 明治34.9.30 92 

中 野山田 コイ 明治34.10.9 92 7 郷 松田 ヌイ 明治34.12.5 92 

上敷水 曽我部キ クヨ 明治35.2. 4 91 8 小 倉和氣幸次郎 朋治35.7. 1 91 

中居谷 崎野タカ ミ 朋治35.7.10 91 ， 大 平 二 宮ヒロ ミ 明治35.8.16 91 

市 之 畦 堀内カヲル 明治35.12.17 91 10 八 重栗 ,晶氷、 久吉 朋治369 7 90 

大 和出水サカエ 明治36.10.21 90 11 中居谷 山脇 作市 明治36.11.11 90 

菟野尾 久保ミヨシ 明治36.12.24 90 12 上鹿野）II松岡、ンズカ 明治37.2.12 89 

上嵯餓谷 和氣 久衛 明治37.2.23 89 13 下敷水 和氣ハッョ 明治37.6. 6 89 

瓜生谷 山下ソメヨ 明治37.7.16 89 14 中 野松尾、ンズカ 明治37.7.23 89 

協 生坪田 嘉儀 明治37.9. 1 89 15 下敷水 帽子 コト 明治37.11.22 89 

市之畦 保積チョノ 明治38.1. 15 89 十両中 津二宮キクヨ 明治38.1.18 89 

中 野谷 ヒサヨ 明治38.1.20 89 2 榔 兵頭 ノヽ ノレ 朋治38.3.28 88 

4ヽ 藪上田ヨシコ 明治38.4.14 88 3 中居谷 中野キクヨ 明治38.7. 4 88 

示＇ 造武田 カ子 明治38.7.14 88 4 久 保東 トモヱ 明治38.9.30 88 

白 石寺岡幾次郎 明治38.10.11 88 5 瓜生谷 山中美須恵 明治38.11.27 88 

上鹿野川 村田スミヱ 明治38.11.28 88 6 町 渡邊 廣美 明治38.12.15 88 

小・ 倉大森フユノ 明治38.12.27 88 7 瓜生谷 山下トラヨ 明治39.2. 2 88 

下鹿野川 二 宮 善美 明治39.5.19 87 8 小 藪宇都宮常行 明治39.6. 6 87 

広 常水池 算悟 明治39.12.31 87 ， 上鹿野川 川上 榮 明治40.1.18 87 

下鹿野川 金野 数恵 明治40.131 87 10 大 和楠野仁十郎 明治40.3.23 86 

議会議長＃F井二慧{-1那 民生総務芦［田 義盛
町 長大野 和

行 司老連会長宮田 静検査役収入役中野 博司 勧進元

助 役森 繁 町民福出財長兵頭 戊I I 社協会長ネ届田 保

（平成 6年3月1日現在）

.．．．・ -.• _ •. • ;•; •. •. •. • ;,； •. •. :. • ;・; •. • :.• ;`; •. • :．．；. ・ • •・.-.;·,•:··.;·,••·::·.'·.

毎
年
恒
例
の
肱
川
町
長
寿
番
付
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

東
の
横
網
に
は
上
嵯
峨
谷
の
高
橋

安

一
さ
ん
、
西
の
横
網
に
は
下
鹿
野

川
の
亀
田
ヌ
イ
さ
ん
で
す
。

番
付
表
の
皆
さ
ん
は
、
明
治
、
大

正
、
昭
和
、
平
成
と
移
り
ゆ
く
歴
史

の
な
か
で
喜
び
も
悲
し
み
も
か
み
し

め
、
家
族
・
社
会
の
た
め
に
つ
く
し

星
霜
を
か
さ
ね
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

No.／＼ーー泊為切プXんー〉9⑮

※
番
付
の
年
齢
は
平
成
六
年
三
月
一

日
現
在
で
す
。

誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
た
ら
一
歳
が

加
え
ら
れ
ま
す
。

お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
を
敬
愛
し
、
今

後
益
々
の
長
寿
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。

は
じ
め
ま
し
て
、
ゆ
か
で
す
。

と
て
も
気
の
強
い
女
の
子
で
す
。

よ
く
鏡
の
前
で
”
パ
タ
パ
タ
、

ペ
タ
ペ
タ
“
と
、
お
化
粧
を
し

て
い
ま
す
。

素
直
で
元
気
に
育
っ
て
ほ
し

い
で
す
。

お父さん
秀夫さん

お母さん

由起子さん

ゆ

か

上
田
優
花
ち
ゃ
ん
（
山
槌
）

平
成

4
年

5
月
11
日
生

1
歳
11
か
月

は
じ
め
ま
し
て

で
す
。お
風
呂
大
好
ぎ
、
歯
み
が

き
大
嫌
い
の
ぼ
く
で
す
。

時
々
、
お
兄
ち
ゃ
ん
に
泣

か
さ
れ
て
ま
す
。
元
気
で
明

る
い
子
に
育
っ
て
ほ
し
い
で

す
。

”
翔
太
“

お父さん
義忠さん

お母さん

博美さん

松
本
翔
太
く
ん
（
上
鹿
野
川
）

平
成

4
年

5
月
9
日
生

1
歳
11
か
月
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図 l 脳卒中の症状と経過 （脳血管障害）

種 ： 過

発 年血

i 9 頂部強百＊＊ 壱語暉三

運頭お

1乍
動マt: 高 期畠こ発

類 症 曾庄

脳

臼『l:4冗i ; 進行t片マヒ、
t士

な時 まあ ょと

脳
出 単 ぁる＜ 活んど

血
しに れり

ヒ 動

出
ての 1,ヽ が 時

＜ 

"下プ脳c 若者ヵヽ 上 乳激も

攣 貶り
なばし: [ 烈と＜ 血 膜

i でま 不変[ 
で に

下
し立 存在t て 在i突な盟 発し

的

脳

胃国 ” 屋璽盆ぇ塁” 炉「叩― m令Z＂゚心“t‘．四只す‘そそと, z ? tょ 徐々片マ 夜

脳
なあ
進tにこ蒔ちヒ ま間

血 こ

れば
栓 tし しり
梗

ヒ 時

塞脳梗

臼゚”’亡
者若か 小 ぁる← な な あ 突発する片マヒ‘ まt んほとど

塞
壮年らま及ミ-とも し し り 単マヒ れ

で

虚一

0 叩開管、讀！瓜
月

血過
発性 ； 
作脳 で

尚性

む念きにるくo脳内部なとどるく血圧高が力なひり冒 あること令も れみがえなな9くみのけいんがら 眠痛吐足・・血脳

圧症

脳
卒
中
と
骨
折
は
寝
た
き
り
の
原

因
の
約
半
分
を
占
め
て
い
ま
す
。

「
寝
た
き
り
ゼ
ロ
」
を
め
ざ
す
第

一
歩
は
、
こ
の
二
つ
の
病
気
に
な
ら

な
い
よ
う
な
日
常
生
活
を
送
る
こ
と

に
あ
り
ま
す
。

脳
卒
中
は
増
え
て
い
る

そ
の
一
っ
脳
卒
中
は
、
昭
和
二
十

六
年
か
ら
昭
和
五
十
五
年
ま
で
の
三

十
年
問
、
日
本
人
の
死
亡
原
因
の
第

一
位
を
占
め
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和

四
十
年
代
後
半
か
ら
死
亡
率
は
徐
々

に
減
少
し
、
昭
和
五
十
六
年
か
ら
第

二
位
、

昭
和
六
十
年
以
降
は
第
三
位

と
な
り
ま
し
た
。

.・.・.・.・.・.・.・.・.・.・・.・. 

脳
出
血
の
著
し
い
減
少
が
脳
卒
中

全
体
の
死
亡
率
低
下
に
大
き
く
貢
献

し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
脳
卒
中

の
死
亡
率
は
低
下
し
た
と
は
い
え
、

患
者
数
は
む
し
ろ
増
加
し
て
い
る
状

況
に
あ
り
ま
す
。
今
後
は
発
症
予
防

・

発
症
し
た
後
の
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー

シ
ョ

ソ
の
推
進
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ

て
く
る
と
い
え
ま
す
。

脳
卒
中
の
種
類
は
六
種
類
に
分
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
（
図
1
)

〇
肱
川
町
の
脳
卒
中
は
＿
力
月
に

＿
人
昭
和
六
十
二
年
六
月
か
ら
大
洲
保

肱
川
町
の
脳
＊
中
は

全
国
平
均
の
二
倍
．

• •.. ・ •. •.. •... ・ : ・. •..· •..· :、：・. •. 
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図

肱川町

年齢別割合

20 40 60 80 

健
所
管
内
の
六
市
町
村
で
脳
卒
中
登

録
制
度
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
三
年
一
月
か
ら
平
成
四
年
十

二
月
の
二
年
間
に
大
洲
市
喜
多
郡
の

脳
卒
中
の
発
症
は
二
百
六
十
三
件
で
、

肱
川
町
は
二
十
四
件
の
発
症
が
あ
り

ま
し
た
。
半
数
が
脳
梗
塞
、
約
三
割

が
脳
出
血
、
約
一
割
が
く
も
膜
下
出

血
で
す
。
（
図
2
)
肱
川
町
の
年
齢
別

の
割
合
（
図
3
)
は
、
六
十
代
が
約
半

下

塞
血
模
他

梗
出
も
の

脳
脳
く
そ

3
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69歳以下の発症者の割合が高い。
（城川町24.5%•野村町42.7% : H 1.6~3.5) 

図 4 市町村別発症状況

人 ロ 発症件数 発症率

大洲市 39,523 116 146.7 

長浜町 11,043 44 199.2 

内子町 12,495 51 204 1 

五十崎町 6,186 20 161. 7 

肱川町 3,464 24 346.4 

河辺村 1,608 8 248.8 

計 74,319 263 176.9 

人口はH4.12.31現在

図 5

数
で
、
六
十
九
歳
以
下
の
比
較
的
若

い
層
の
者
が
多
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

市
町
村
別
発
症
状
況
（
図
4
)
で
は
、

人
口
の
十
万
人
当
り
―
―
一
百
四
十
六
人

と
発
症
率
が
他
の
市
町
村
と
比
べ
る

と
著
し
く
高
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
[
-
年
度
の
県
の
発
症
率
は
百

三
人
、
全
国
平
均
は
百
五
十
ー
ニ
百

人
で
す
。

〇
肱
川
町
は
蛋
白
質
不
足

な
ぜ
、
肱
川
町
は
高
い
の
で
し
ょ

:

0

 

ぅ
カ大
洲
市
喜
多
郡
の
生
活
状
況
で
は
、

（図

5
)
脳
卒
中
に
な
っ
た
二
百
六
十

三
人
の
う
ち
約
二
割
の
人
し
か
減
塩

（
薄
味
）
に
気
を
つ
け
て
い
ま
せ
ん
。

又
、
（
図
6
)
肉
・
魚
等
の
蛋
白
源
を

毎
日
食
べ
て
い
な
い
人
が
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

又
、
（
図
7
)
の
と
お
り
脳
卒
中
を

お
こ
し
た
七
割
は
、
何
ら
か
の
病
気

図 6

゜
20 

大洲市・喜多郡の生活状況

肉魚の摂取状況

40 60 80 

大洲市

喜多郡

',','  
'、'

、9'’
ヽ l

:,、'、、,': : 

肱川町

・・・ ・・文•ふ：・：心・

100 
四毎日
函時々
□食べない
目不明

味つけ状況

゜
20 40 60 80 

大洲市

喜多郡
5. 1 32. 5 2 1. 2 1 1. 3 

： ： ： t :氾

’ ’ 
＇ ， 

、'、、'‘、、‘:

’‘'，、‘、,’:

肱川町 25 25 25 25 

い
通
い
明

濃
普
薄
不

四
臨

□m]

％
。

゜
ー

を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
高
血

圧
症
の
治
療
を
し
て
い
る
人
が
多
く
、

男
性
の
中
に
は
、

血
圧
の
治
療
を
正

し
く
し
て
い
な
い
人
が
多
く
お
ら
れ

ま
す
。
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図 8 脳卒中を招く危険因子

寒さ・温度変化・ストレス

寝不足・過労・環境変化・過度の興奮

緊張・暴飲暴食・運動不足

脳
卒
中
を
招
く
危
険
困
子
は

脳
卒
中
は
一
っ
の
原
因
で
は
な
く

様
々
な
要
因
か
ら
起
こ
り
ま
す
。
加

齢
・
遺
伝
と
い
っ
た
要
因
は
、
手
の

打
ち
ょ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
他
の

危
険
因
子
を
で
き
る
だ
け
取
り
除
く

努
力
は
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（図
8
)
は
、
様
々
な
病
気
に
よ
っ

て
、
身
体
に
か
な
り
の
負
担
が
か
か
っ

図 7

゜
既往歴および合併病

20 40 60 80 

；‘:旦冒言冒冒］
100四有
臨無
□不明

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
環
境
的

な
要
因
が
次
々
と
重
な
り
、
重
み
に

耐
え
ら
れ
な
く
な
っ
て
脳
卒
中
を
お

こ
す
と
い
う
イ
ラ
ス
ト
で
す
。

〇
予
防
の
一
番
は
血
圧
の
コ
ン
ト
ロ
ー

レ）
 
高
血
圧
は
腎
臓
な
ど
の
病
気
が
原

因
の
と
き
も
あ
り
ま
す
が
、
多
く
は

本
態
性
高
血
圧
と
い
わ
れ
る
も
の
で

す
。
本
態
性
高
血
圧
は
―
つ
の
原
因

に
よ
る
も
の
で
な
く
、
遺
伝
・
塩
分

の
と
り
す
ぎ
、
運
動
不
足
・
肥
満
・

ス
ト
レ
ス
な
ど
い
く
つ
か
の
要
因
が

重
な
っ
て
起
こ
り
ま
す
。
遺
伝
に
よ

る
も
の
は
あ
る
程
度
し
ょ
う
が
な
い

面
が
あ
り
ま
す
が
、
他
の
危
険
要
因

は
正
し
て
い
く
こ
と
が
出
来
る
も
の

で
す
。①
塩
分
を
減
ら
す
。

②
ア
ル
コ
ー
ル
は
適
量
を
守
る
。

一
日
の
飲
酒
量
は
、
日
本
酒
な
ら
一

合
、
ビ
ー
ル
大
び
ん
一
本
。

③
適
正
体
重
を
維
持
す
る
。

④
バ
ラ
ソ
ス
よ
く
食
べ
る
。
等
に

気
を
つ
け
る
こ
と
で
す
。

〇
食
事
は
バ
ラ
ン
ス
よ
く

肉
・
魚
・
大
豆
製
品
な
ど
の
蛋
白

質
や
野
菜
•
海
藻
が
不
足
す
る
と
脳

卒
中
が
起
こ
り
や
す
く
な
る
の
は
、

こ
れ
ら
が
不
足
す
る
と
、
栄
養
状
態

が
悪
く
な
り
、
血
管
が
破
れ
た
り
、

出
血
し
や
す
く
な
る
た
め
で
す
。

排
便
時
の
リ
キ
ミ
は
血
圧
を
高
く

す
る
た
め
、
便
秘
は
大
敵
で
す
。
便

通
を
整
え
る
た
め
に
も
食
物
繊
維
は

十
分
に
と
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

野
菜
や
果
物
に
多
く
含
ま
れ
る
カ

リ
ウ
ム
と
カ
ル
シ
ウ
ム
は
、
わ
ず
か

な
が
ら
血
圧
を
下
げ
る
働
き
が
あ
り

ま
す
。
又
、
野
菜
は
血
管
を
丈
夫
に

す
る
ビ
タ
ミ
ソ
や
ミ
ネ
ラ
ル
も
豊
富

に
含
ん
で
い
ま
す
が
、
果
物
の
取
り

過
ぎ
は
肥
薦
の
も
と
に
な
り
ま
す
。

又
、
い
わ
し
や
さ
ば
、
さ
ん
ま
等

の
青
魚
や
海
藻
類
に
多
く
含
ま
れ
る

E
P
A
（
エ
イ
コ
サ
ペ
ソ
タ
エ
ソ
酸
）

は
、
動
脈
硬
化
や
血
栓
の
．予
防
に
適

し
て
い
ま
す
。

塩
分
を
控
え
、
青
魚
や
大
豆
等
の

脂
肪
の
少
な
い
良
質
の
蛋
白
質
と
野

菜
や
果
物
を
た
っ
ぷ
り
食
べ
る
よ
う

日
ご
ろ
か
ら
栄
養
の
バ
ラ
ソ
ス
の
い

い
食
事
を
心
が
け
る
こ
と
が
大
切
で

す。0
人
生
は
八
十
年
時
代

現
在
七
十
万
人
と
推
定
さ
れ
て
い

る
寝
た
き
り
の
お
年
寄
り
の
う
ち
、

約
三
十
万
人
が
在
宅
で
療
養
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
今
後
も
高
齢
化
が
急
速

に
進
む
に
つ
れ
て
障
害
老
人
も
増
加

の
一
途
を
た
ど
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
日
ご
ろ
の
健
康
管
理
次

第
で
寝
た
き
り
は
防
ぐ
こ
と
が
で
き

ま
す
。
人
生
八
十
年
、
シ
ル
バ
ー
ラ

イ
フ
が
豊
か
で
充
実
し
て
い
る
か
ど

う
か
は
、
ま
ず
健
康
で
あ
る
こ
と
と

あ
わ
せ
て
、
生
き
が
い
が
見
つ
け
ら

れ
る
か
ど
う
か
で
決
ま
り
ま
す
。

決
し
て
短
く
な
い
人
生
を
ぜ
ひ
前

向
き
の
姿
勢
で
生
き
た
い
も
の
で
す
。

学校給食料が
改正されます

給食材料費の上昇や栄養の

バラソスなどを考えて、四月

から学校給食料が改正されま

す。

改正された料金は、 1食に

つき中学生は220円、小学生、

幼稚園生は210円で、それぞ

れ200円引き上げられます。

この改正は、 6年振りの改

正で近隣町村の料金とほぽ同

じ料金です。

集金の方法は、月額中学生

は3,500円、小学生・幼稚園

生は3,300円を集金し、最後

に精算されます。

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
四
月
一
日

現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

新
た
に
所
有
者
に
な
っ
た
人
、
所

有
者
で
な
く
な
っ
た
人
な
ど
は
、
早

め
に
手
続
ぎ
を
し
て
く
だ
さ
い
。

原
動
機
付
自
転
車
（
総
排
気
量
が

百
二
十
五

cc
以
下
）
と
小
型
特
殊
自

動
車
に
つ
い
て
は
役
場
税
務
係
へ
、

そ
れ
以
外
の
車
種
に
つ
い
て
は
、
軽

自
動
車
協
会
又
は
陸
運
事
務
所
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
原
付
を
他
人
に

譲
っ
た
場
合
〉

役
場
で
名
義
変
更
の
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
届
け
出
が
な
い
と
、

あ
な
た
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

〈
原
付
の
車
体
を

変
更
し
た
場
合
〉

役
場
で
車
体
変
更
の
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
届
け
出
が
な
い
と
、

自
賠
責
保
険
の
変
更
が
で
き
ま
せ
ん
。

軽
自
動
車
な
ど
の
廃
車
・
変
更
等
の

手
続
き
は
お
早
め
に
！

〈
所
有
者
が
死
亡
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
や
、
車
体
を
紛
失
し
た
場
合
〉

事
情
を
詳
し
く
説
明
で
き
る
よ
う

に
し
て
、
印
鑑
を
持
参
の
う
え
役
場

に
来
て
く
だ
さ
い
。
所
有
者
が
死
亡

し
た
時
は
、
身
内
の
人
に
名
義
変
更

し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

〈
転
入
・
転
出
さ
れ
た
場
合
〉

転
出
す
る
時
は
、
ナ
ソ
バ
ー
プ
レ
ー

ト
を
役
場
へ
返
却
し
、
新
住
所
地
で

新
た
に
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

転
入
の
場
合
は
、
肱
川
町
の
ナ
ソ

バ
ー
。
フ
レ

ー
ト
を
受
け
取
る
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
盗
難
に
あ
っ
た
場
合
〉

ま
ず
、
警
察
署
へ
盗
難
届
を
出
し

そ
の
後
役
場
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

障
害
者
に
対
す
る
減
免
制
度
も
あ

り
ま
す
。

．
詳
し
く
は
、
役
場
税
務
係
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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肱
川
町
観
光
協
会
で
は
、
平
成
六

年
鹿
野
川
し
ゃ
く
な
げ
ま
つ
り
開
幕

式
を
三
月
二
十
七
日
に
行
い
、
以
後

一
ヶ
月
間
色
々
な
行
事
を
次
の
と
お

り
計
画
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
家

族
、
ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え

お
出
か
け
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
案

内
致
し
ま
す
。

鹿野川しゃくなげまつり行事日程表

期日 時 間 行事内容 場 所

3/27 9 : 30~ 開幕式もちまき 鹿野） I I 園地•鹿鳴園他

4/3 9 : 30~ 肱川俳句会風博物館

9 30~ テニス大会鹿鳴園コート

4/17 10 : 00~ 宝探し大会鹿鳴園 他

10 00~ 華蹄 店 市 丸山公園

4/23~24 11 00~15 00 えびね展示即売会 風博物館

4 /29 1 0. 00 ~ 川柳 大会公 民 館
期間中、肱川ライディングクラプフォーレストで

は、乗篤（予約必要）が楽しめます。また、 4月 1
日には、風のり広場が完成予定です。

血
野
川
し
ゃ
く
な
げ
ま
つ
り
の
ご
案
内

役場は 4月から
すべての土曜日が
＼ 

休みとなります

平成4年4月2日に公布された、地方自治法の一部

改正により、県や他の市町村ですでに実施されており

ますすべての完全週休二 日制を12月議会に条例を提出

し、承認を得たため、肱川町においても、 4月 1日か

ら実施する ことになりました。

完全週休二日制の導入にあたっては行政サービスが

低下することのないよう、事務改善やサービスの向上

に努めますので、住民の皆様のご理解とご協力をお願

いいたします。

なお、土曜日においても、戸籍関係（出生、婚姻、

死亡届等）の受付はこれまでの日曜日と同じように行

います。

心羹
混
謁
翌
老
綾
炭
唸
認
認
認
翠
翌
喜

．

廿
磨
交
図
芯
良
望

し。：ふぇ
翌
8.5

吃

罰
要
塵
恣
覆
聾
喜
乗

薗
匿
毎
釜
届
釜
筏
曾
菟
妙
混
じ
’+；
器
を

.
9
9
,
`
9

畢
誓

9

霊

9
9
t
,
~
9
z
r
k
r
と
・
r

、

9
9
9

乙

9
9
9
9

賃
ヽ

9

確
定
申
告
書
を
税
務
署
な
ど
に
提
出

さ
れ
た
み
な
さ
ん
、
申
告
書
の
社
会

保
険
料
控
除
欄
は
ど
の
よ
う
に
記
入

さ
れ
ま
し
た
か
。
国
民
年
金
保
険
料

は
、
納
め
た
保
険
料
の

金
額
が
控
除
の
対
象
に

な
り
ま
す
。
自
営
業
者

な
ど
国
民
年
間
第
一
号

被
保
険
者
の
方
は
、
国

．

民
年
金
基
金
に
加
入
し
、

掛
金
を
納
め
る
こ
と
に

会
保
険
料
控
除
の
金
額
を

一
さ
ら
に
増
額
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
国
民
年
金
基
金
は
、
基
礎
年

金
に
ゆ
と
り
と
安
心
を
上
乗
せ
す
る

公
的
な
年
金
制
度
で
す
。

と
‘こ 有利で便利な前納制度、 - 保険平
納の 国民年金保険料を 料成
めコ が六

心‘納
亡月IJ ／一• 前納しましょう 、 変年
れ← わ四
が制祠ま納まか年方に 千ー り月
な度納すめでら分法は保百力新まか
くを~ 0 る-翌への‘険円月しすら
便 利とこ 方を年今ほ毎料で分い°国
利用し‘の法まの年か月のすが保
し、

民
なさ 方がと 三 のに納納゜ 一 険
のれま法あめ月四‘めめ 万料
す

: 
はる。をりて分月 一 る方 一ば の

毎月納めた場合と

前納した場合の保険料比較表

口毎月納めた前納した
場合 場合

定額 11,100円X12ヶ月

保険料 = 133,200円
129,990円

定額保険料 (ll,100t400円）

十付加保険料 Xl2ヶ月 134,670円
=138,000円

基
金
の
掛
金
は
、
口
座
振
替
に
よ

り
納
入
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
国
民
年
金
保
険
料
も
併
せ
て

口
座
振
替
に
し
て
お
ぎ
ま
す
と
、
納

め
忘
れ
が
な
く
て
、
大
変
便
利
で
す
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
安
心
と
有
利

を
上
乗
せ
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
基
金
の
詳
し
い
お
問
い

合
わ
せ
は
、
役
場
、
ま
た
は
各
国
民

年
金
基
金
事
務
局
ま
で
。

《
地
域
型
》

愛
媛
県
国
民
年
金
基
金

松
山
市

一
番
町
―

|

―
四

-
1
0

<ao八
九
九
ー

ニ―

ー

ニ
―
八
二

《職
能
型
》

職
能
別
国
民
年
金
基
金
取
扱
個
所

も
ち
ろ
ん
、
保
険
料
も
割
引
さ
れ
て

大
変
お
得
で
す
。

な
お
、
役
場
で
前
納
の
取
り
扱
い

が
で
き
る
の
は
、
平
成
六
年
四
月
末

日
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。

新
し
い
町
の
唄
「
風
の
行
方
」
の
発

表
会
と
は
し
だ
の
り
ひ
こ
コ
ソ
サ
ー

ト
が

三
月
五
日
に
風
の
博
物
館
で
行

わ
れ
、
会
場
に
は
約

四

0
0人
が
詰
め
か

け
ま
し
た
。

―会

ト
一

＿
表

サ

当

日
は
、

六
時
か

ノ

ら

開

演

と

な

り

町
の

コ

唄

募

集

で

入

選

さ

れ

―
発
ヽ

-

―
 

た
方
々
に
対
し
て
の

〒」

表
彰
、
町
長
あ
い
さ

方

ひ

行

卵

っ

、

町
内
各
小
学
校

だ
六
年
生
（
四
十
四
人
）

し
に
よ
る
「
風
の
行
方
」

の風は
の

合

唱

、

肱

川
中
学

r

校
ブ
ラ
ス
バ
ソ
ド
部

（
十
九
人
）
に
よ
る
演

奏
が
あ
り
、
引
き
続
い
て
六
時
三
十

分
か
ら
コ
ソ
サ
ー

ト
が
始
ま
り
ま
し

た
。
歌
の
合
間
に
は
、
お
も
し
ろ
い

ト
ー

ク
も
飛
び
出
し
た

り
、
途
中

「
風
の
行
方
」
を
皆
ん
な
で
合
唱
し
た

り
会
場
は
熱
気
で
い
っ
ば
い
で
し
た
。
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郡
民
生
児
童
委
員

研
修
会
開
催
さ
れ
る

゜
令
年
も
「
お
は
ぎ
」
の

給
食
サ
ー
ピ
ス

ー
民
生
委
員
女
性
部
ー

社
協
だ
よ
り

喜
多
郡
民
生
児
童
委
員
研
修
会
が

二
月
八
日
、
肱
川
町
公
民
館
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
郡

内
か
ら
―
二

0
名
の
方
々
が
出
席
さ

れ
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
福
祉
の
基

盤
づ
く
り
の
た
め
民
生
児
童
委
員
の

果
た
す
べ
ぎ
役
割
と
、
資
質
向
上
の

た
め
の
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
会
に

先
だ
ち
、
宮
田
義
盛
さ
ん
他
十
一
名

＂
の
方
々
が
、
福
祉
活
動
永
年
勤
続
民

生
委
員
と
し
て
郡
社
協
会
長
表
彰
を

受
け
ら
れ
ま
し
た
。
講
演
は
、
愛
媛

エ
デ
ィ
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
の
篠
崎
克
巳

先
生
が
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に

、

「
自
分
史
の
す
す
め
」と
題
し
て
話
さ

れ
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
、
最
近
社

会
問
題
に
な
っ
て
い
る
悪
徳
商
法
に

つ
い
て
研
修
し
、
各
町
村
の
事
例
を

発
表
し
ま
し
た
。
こ
の
研
修
会
で
は
、

今
何
を
求
め
ら
れ
、
何
が
必
要
か
を

感
じ
と
ら
れ
た
事
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
、
悪
徳
商
法
は
、
い
つ
自

分
に
ふ
り
か
か
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

巧
妙
な
手
口
に
ま
ど
わ
さ
れ
な
い
よ

う
十
分
注
意
し
て
下
さ
い
。

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
毎
年
六

回
(
+
月
ー
三
月
）
ま
で
月
一
回
、
ひ

と
り
暮
ら
し
の
老
人
、
独
居
老
人
を

対
象
に
給
食
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
今
年
も
五
十
名
を
対
象
に

民
生
委
員
さ
ん
の
協
力
を
得
て
行
い

ま
し
た
。
二
月
十
五
日
は
、
民
生
児

童
委
員
女
性
部
七
名
全
員
で
、
朝
早

く
か
ら
「
お
は
ぎ
」
を
作
り
、
弁
当
と

一
緒
に
く
ば
り
ま
し
た
。

お
と
し
よ
り
か
ら
は
、
大
変
喜
ん

肱川町保健セソター
B (0894) 34-2340 

八
幡
浜
地
方
局
管
内
の
高
齢
者
趣

味
の
作
品
展
が
、
三
瓶
町
文
化
会
館

で
二
月
五
日
か
ら
二
月
七
日
ま
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
肱
川
町
老
人
ク
ラ

ブ
か
ら
も
川
柳

・
絵
画

・
手
芸
第
一

・

写
真
な
ど
十
八
名
、
四
十
点
を
出
品

い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
中
で
三
名
の

方
々
の
作
品
が
入
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

二
月
六
日
は
団
体
で
見
学
に
行
き
、

作
品
を
鑑
賞
し
、
午
後
か
ら
の
「こ

と
ぶ
ぎ
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に

参
加
し
ま
し
た
。
講
演
で
は
、
松
山

市
教
育
委
員
の
徳
永
重
孝
先
生
の
お

話
を
聞
き
、
そ
の
後
演
芸
会
に
移
り

各
郡
代
表
の
演
芸
を
見
て
、
一
日
有

で
い
た
だ
き
、
電
話
な
ど
で
お
礼
の

言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。
女
性
部
で
は
、

年
一
回
ボ
ラ
ソ
テ
ィ
ア
で
実
施
し
て

い
ま
す
。 趣

味
の
作
品
展
に
参
加

ボ
ラ
ソ
テ
ィ
ア
活
動
と
は
、
社
会

関
係
が
疎
外
さ
れ
や
す
い
人
た
ち
に

対
す
る
社
会
参
加
へ
の
援
助
と
も
い

え
ま
す
。
現
代
社
会
に
あ
っ
て
、
社

会
と
の
か
か
わ
り
が
疎
外
に
な
り
が

ち
な
状
況
に
お
か
さ
れ
や
す
い
人
々

に
対
し
て
、
社
会
と
よ
り
か
か
わ
り

あ
い
を
も
ち
な
が
ら
生
活
で
き
る
よ

う
働
き
か
け
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

観
点
を
か
え
れ
ば
、
自
立
へ
の
援
助

と
も
い
え
ま
す
。
強
制
を
さ
れ
る
も

の
で
は
な
く
、
自
由
に
意
志
に
基
づ

く
民
間
活
動
で
す
。

ポ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
つ
い
て

J 
呵

ンルご、, ~

.... a、;19L 

意
義
に
過
ご
し
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
方
々
で
す
。

写

真

の

部

坪

田

嘉

儀

川

柳

の

部

兵

頭

定

雄

手
芸
第
一
の
部松
田
ア
サ
子

銅
賞

銀
賞
銅
賞

コ

心
の

生
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
人
間
に

と
っ
て
、
た
だ
食
べ
て
寝
る
こ
と
で

は
な
く
、
男
女
の
愛
欲
を
み
た
し
合

う
こ
と
だ
け
で
は
な
い
。
よ
り
良
い

次
の
世
代
を
つ
く
る
た
め
の
文
化
の

い
と
な
み
を
す
る
と
こ
ろ
に
生
活
の

意
味
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

、。カ
生
き
方
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、

ぎ
り
ぎ
り
の
生
活
に
身
を
張
っ
て
い

く
と
こ
ろ
に
人
間
の
年
輪
が
増
し
て

く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
の
ん
き
に

正
月
は
迎
え
た
け
れ
ど
で
は
、
「
む

な
し
い
人
生
」
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
私
も
「
む
な
し
い
人
生
」
で
あ
り

頭
が
痛
い
。

現
代
は
物
質
文
化
で
あ
る
。
若
い

人
々
は
物
を
ほ
し
が
り
又
、
金
も
ほ

し
が
り
す
ぎ
る
。
人
間
と
し
て
ほ
し

が
る
の
は
当
り
前
の
こ
と
で
す
が
、

手
段
を
選
ば
ず
し
て
得
よ
う
と
し
て

い
る
こ
と
は
、
人
間
の
文
化
を
破
滅

さ
せ
る
こ
と
に
も
な
る
で
し
ょ
う
。

物
質
が
す
べ
て
の
精
神
文
化
の
土
台

で
あ
る
と
い
う
考
え
方
が
も
て
は
や

さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
間
違
い
と
は
い
わ
な
い
が
、
現

在
の
社
会
風
潮
は
「
足
り
る
こ
と
を

知
る
」
と
い
う
東
洋
思
想
を
軽
視
し

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
：
・・:0

(
C
M
)
 

，
 

ン
Iゞ

ス
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林業山村活性化林業構造改善事業

【総合咽林業構造改善事業】

総事業費

実施ヤJJ年度

肱川町営農林推進会議構成員が中心と
なり、鳥取市にある日本きのこセンター
菌興椎茸協同組合育成場に於いて池内
場長より、椎茸生産に関する調査とし
て、種菌状況から貯蔵までの工程を詳
しく指導を受ける。
（先進地調査

森平成5年度

21 0, 664, 000円

平
成
四
年
度
に
林
野
庁
の
総
合
型
林
業
構
造
改
善
の

指
定
を
受
け
、
平
成
五
年
度
よ
り
事
業
実
施
を
開
始
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
実
施
初
年
度
に
あ
た
り
、
事
業
費
を
当

初
八
千
百
万
円
の
年
度
計
画
を
立
て
て
お
り
ま
し
た
が

国
の
景
気
対
策
と
し
て
、
第
一
次
•
第
二
次
と
補
正
予

算
が
つ
き
、
全
体
計
画
（
五
億
円
）
の
四
割
、
総
事
業
費

二
億
一
千
万
円
の
事
業
を
執
行
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
積
極
的
に
森
林
資
源
を
有
効
に
活
用
し
、

施
設
の
充
実
と
林
業
生
産
意
欲
の
向
上
を
図
る
た
め
、

森
林
組
合
施
設
の
整
備
を
行
い
、
肱
川
グ
リ
ー
ソ
サ
ー

ビ
ス
「

H
G
S
」
作
業
班
を
中
心
に
、
林
業
担
い
手
の
養

成
確
保
と
増
強
に
努
め
る
と
と
も
に
、
森
林
基
盤
整
備

の
充
実
を
図
り
し
い
た
け
生
産
性
の
向
上
等
を
図
る
こ

と
を
基
本
方
針
と
し
て
林
業
山
村
の
活
性
化
と
住
み
よ

い
町
づ
く
り
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

林

構

だ

ょ
り

編集発行

肱川町

肱川町森林組合

H 5. 12) 

ソフト事業の実績

事業種目 事 業 内 容 事業費

地域協議会活動事業 （協議会開催）
◇全体計画及び今年度事業計画について
◇モデル団地及び林道開設に伴う伐採．
保育目標の確認と実行手段について
・ • --------------------------..．．.．．.．・ • ・ --・ • ・ ・ • 

（先進地調査）
◇しいたけ生産に関する調査
鳥取県鳥取市日本きのこセソクー
生産技術の調査
島根県太田市
集団ほだ場の事例視察

---------..．．．....．.．..．..．．....．．.．．----

（啓蒙普及活動）
◇「林構だより」の発行 2回
.．....．．.. -----・ • ・ • ------• ---------------

（その他）
◇担い手掘り起こしのための問題点と今
後の方針について
座談会の開催

1,344千円

ミ m--.,.., 9 •一
上浮穴郡小田町の篤林家の福岡辰衛氏
を講師に招き、町内の林業家を集め、
「優良林材の育種と挿し木の実演」と題
し熱の入った講義をいただきました。
（研修講習会の開催 H 6. 2) 

林業担い手組織化活
動事業

高能率作業モデル団

地整備事業

（担い手組織化会議開催）
◇林業担い手の育成について
------------------------------------

（研修会・講習会開催）
◇優良品種の挿し木の実浪
------------------------------------

（人材脈遣交流）
◇鳥取県鳥取市日本きのこセ ソター
椎茸生産技術の基礎研修

（団地運営計画樹立）
◇森林調査
◇計画書の作成

1,052千円

230千円

ミi
「林業は夢のもてる産業」と、会場に聴
講された林業家の皆さんも熱心に勉強
されました。
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森平成5年度
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ハード事業の実績

＊基盤整備事業

事業種目 事 業 内 容 事 業 費

林道 整備事業 林道開設
◇月野尾～上森山線
L=l,700m W=4.0m 

108,606千円

＊高性能機械の導入事業

事業種目 事 業 内 容 事業費

林業生産施設整備事 素材生産用機車械 26,115千円
業 ◇林内作業 2台

◇自走式ウイソチ l台
--------------------------------------

墓◇盤整備用機械
バックホー (0.09, 0.45cm') 2台
◇ダ‘ノプ トラック (2t) 1台

＊地域資源高度利用生産施設整備事業

事業種目 事 業 内 容 事業費

しいたけ生産施設整 給水施設 2式 73,317千円

備事業 --------------------------------------

その他
（名荷谷・宇和川し ◇ ◇原木伏せ込み場造成 0.6ha 

いたけ集団ほだ場） ほだ場造成 3.0ha 

2箇所
● -“幽 • 幽-. ---. -------------------------. 

生産林用機械
◇ 内作業車 4台
◇ トラック（クレーソ付） 2台
◇モノレール 2式
--------------------------------------

作◇業道荷開設
名谷線
L=928m W=3.0m 
◇宇和川線
L=805m W=3.0m 

森林基盤整備を積極的に推進するため
導入したバックホー、現在作業道開設
のため現地でフル活躍。
（基盤整備用機械 バックホー）

高密度生産作業道として、モデル団地
の名荷谷しいたけ集団ほだ場に開設し
た作業道。
（作業道開設

（現状と事業の効果）

森林組合による素材の年間取扱量

は、年間3,100m'となっており、そ

のほとんどを直営生産 している現状

です。今後は森林資源の充実に伴い

大量の素材生産が見込まれるが、林

業担い手の後継者不足や高齢化に伴

い、伐採・搬出作業者不足が深刻な

問題となって来ます。

また、椎茸生産を 目的として、昭

和40年代よりクヌギ林造林を推進し

て来た結果、椎茸原木林が900ha造

成でき、年間3,600面の伐採が可能

となり計画的に安定生産が図られる

原木事情となって来ました。

そこでこれらを踏まえ、林業労働

力確保のため、素材生産機械・基盤

整備用機械等の導入を図り、林道・

作業道等の開設、椎茸生産施設モデ

ル団地の普及指導を図り、森林施業

及び素材生産等の経費軽減を図り林

業経営の合理化を推進します。

林内作業車の導入により、間伐材の搬
出作業など森林施業の効率化を図る。
HGSによる搬出作業状況。
（素材生産用機械 林内作業車）

しいたけ集団ほだ場内に設置したモノ
レールによ り、 原木・ほだ木・椎茸採
取等の運搬作業労力の軽減を図る。
（しいたけ生産用機械 モノレール

名荷谷集団ほだ場）

素材生産、椎茸原木の搬出作業、生産
経費の軽減と生産体制の近代化を図る
ため今回導入したクレーン付 トラック。
（しいたけ生産用機械 トラック）

名荷谷線）

森林組合の特用林産専門班を、主場鳥
取市にある日本きのこセンター(J訊ヽ
て、椎茸生産の技術向上及び林業担い
手の増強を目的に研修しました。
（人材派遣交流事業 H 5. 12) 
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J

A
肱
川
き
ゅ
う
り
部
会
（
部
会
長
兵
頭
達
行
外
四
十
一
名
）

は
、
三
月
二
日
、
新
設
さ
れ
た
風
の
博
物
館
多
目
的
ホ
ー
ル
に

於
い
て
、
生
産
販
売
金
額
一
億
円
達
成
記
念
大
会
を
開
催
し
た
。

平
成
五
年
は
、
か
っ
て
な
い
冷
夏
・
長
雨
の
気
象
条
件
の
悪
い

中
で
、
長
い
間
培
っ
て
ぎ
た
、
栽
培
技
術
経
験
を
生
か
し
―
―
―
三

四
ト
ソ
の
生
産
量
を
挙
げ
た
。
量
的
に
は
前
年
を
四
％
下
回
っ

農

林

だ

よ

り

編集•発行
J A 肱川
肱川町森林組合

た
も
の
の
、
台
風
等
で
全
国
的
に
打
撃
を
受
け
、
品
不
足
も
手

伝
っ
て
単
価
は
昨
年
の
平
均
一
・
五
倍
の
高
値
で
推
移
し
た
。

五
年
度
、
す
べ
て
の
農
業
生
産
が
低
か
っ
た
中
で
、
き
ゅ
う
り

生
産
に
取
り
組
ん
だ
農
家
に
お
い
て
は
、
明
る
い
笑
顔
が
あ
っ

た
と
言
え
る
。
記
念
講
浪
と
し
て
「
ハ
ウ
ス
施
設
を
取
り
入
れ

た
き
ゅ
う
り
栽
培
」
と
題
し
て
、
大
和
・
沖
猶
幸
氏
が
発
表
を

し
た
。
最
後
に

肥
培
管
理
を
徹
底
し
き
ゅ
う
り
生
産
を
高
め
よ
う
。

き
ゅ
う
り
増
産
で
所
得
を
増
や
し
経
営
強
化
を
図
ろ
う
。

品
質
で
勝
負
、
市
場
に
示
そ
う
肱
川
の
ぎ
ゅ
う
り

を
ス

ロ
ー
ガ
ソ
に
新
年
度
も
一
億
円
の
夢
を
託
し
て
閉
会
し
た
。

平
成
五
年
度
表
彰
者
は
下
記
の
通
り

優 秀 農 家 表 彰

永

年

耕

作

者

賞

永

年

耕

作

者

賞

永

年

耕

作

者

賞

永

年

耕

作

者

賞

永

年

耕

作

者

賞

永

年

耕

作

者

賞

永

年

耕

作

者

賞

永

年

耕

作

者

賞

石

田

利

寿

（
販
売
金
額
1
位）

中

央

支

部

（
優
秀
支
部
）

神

戸

中

央

青

果

賞

椎

野

都

夫

（
秀
品
率
優
秀
者
面
積

5
a
以
上
）

ぎ

ゅ

う

り

部

会

長

賞

竹

森

高

幸

（
単
当
収
量
優
秀
者
）

賞

沖

猶

幸

（
優
秀
者
）

金

平

続（優
秀
者
）

後

藤

忠（優
秀
者
）

池

田

義

喜

（
優
秀
者
）

浅

野

卓

磨

井

上

進

岡

春

雄

片

政

治

楠

仁

志

高

政

徳

藤

幸

男

山

光

幸

努 努 努 努

力 力 力 力

下田田野山

賞 賞 賞

肱
川
農
協
組
合
長
賞

肱

川

町

長

賞
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K
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タ

保

、

な

び

提

筋

め

的

よ

障

・

た

率

お

保

生

る

効

障

な

、

図

く

保

様

に

を

づ

害

多

も

上

と

障

つ

と

向

も

遺

か

と

の

に

後

的

る

力

計

・

理

図

進

設

護

合

を

推

障

介

い

進

業

保

・
高

増

事

活

療

の

の

で

生

医

性

益

か

、

、
在

利

な

し

金

自

の

る

合

年

る

民

す

統

の

す

住

化

を

後

資

域

激

済

老

に

地

が

共

、

等

・
合

命

充

蓄

員

競

生

拡

備

合

の

期

障

的

組

と

長

保

目

供を可能とする生命総合共済を実施する。

II 仕組みの主な内容

ー 共済の種類は、終身共済契約、定期生命共済契約、

養老生命共済契約、年金共済契約、こども共済契約、

三大疾病前払付終身共済契約および年金付終身共済契

約とする。（三大疾病ーがん・急性心筋梗塞 ・脳卒中）

2 定期生命共済契約および年金共済契約の被共済者の

加入年齢の範囲をそれぞれ拡大する。

3 終身共済契約、定期生命共済契約、養老生命共済契

約、こども共済契約、 三大疾病前払付終身共済契約お

よび年金付終身共済契約の共済金額の最高限度を、こ

れらの共済契約の種類を通算して、 5億円に引き上げ

る。また、三大疾病前払付終身共済契約単独での共済

金額の最高限度は2,000万円とする。

4 年金共済契約の共済金額の最高限度は3,000万円と

する。

5 終身共済契約の共済掛金払込終了年齢の範囲70歳を

80歳に、および年金共済契約の年金支払開始年齢の範

囲を55歳から50歳からにそれぞれ拡大する。

6 共済掛金の収納方法として、口座振替扱い、集金扱

いおよび持参扱いを設定する。

7 終身共済契約のなかに中途給付特則を新設し、終身

共済契約の申込みの際、選択し締結でぎるようにする。

8 定期生命共済契約は自動更新とし、また、定期生命

共済契約のなかに三大疾病前払特則を新設し、定期生

命共済契約の申込みの際、選択し締結でぎるようにす

る。

9 年金共済契約の年金の種類は、保証期間付終身年金、

定期年金および保証期間付夫婦連生終身年金とし、年

金共済契約の申込みの際、選択し締結できるようにす

る。また、年金支払開始日において年金額または年金

10 終身共済契約、養老生命共済契約、こども共済契約、

三大疾病前払付終身共済契約および年金付終身共済契

約においても、現行の長期定期生命共済と同様割戻金

を原則として据え置くこととする。

11 共済契約の転換の種類を拡充するとともに、終身共

済契約の共済金額と定期特約または更新型定期特約の

共済金額による比例転換方式を選択できるようにする。

12 定期特約、更新型定期特約、がん死亡給付特約、災

害給付特約、災害死亡割増特約、全入院特約、全入院

長期保障特約、災害入院特約、女性疾病入院特約、家

族保障特約および共済金年金支払特約等を共通特約と

し、主共済契約と特約との組合わせの自在化を図る。

また、三大疾病前払特約および介護保障移行特約（単

生型、夫婦型）を新設するとともに、年金支払移行特

約の年金の種類に保証期間付夫婦連生終身年金を設定

する。

13 第 1級後遺障害の範囲および災害による共済掛金の

払込免除事由の範囲を見直すとともに、疾病または傷

害により所定の疾病重度障害状態となった場合も共済

掛金の払込みを免除するようにする。また、災害給付

特約および家族保障特約において共済金の支払対象と

する後遺障害状態および支払割合を見直すとともに、

重度障害年金特約を新設し、疾病または傷害により所

定の重度障害状態となった場合に年金給付を行うこと

により、重度障害に対する保障を拡充する。

14 入院および手術に対する保障のほか、長期にわたる

入院に対する保障、所定の入院後の退院に対する給付

および所定の期間中に入院等の共済事故が生じなかっ

た場合の給付を行う全入院長期保障特約ならびに女性

疾病による入院および手術を保障する女性疾病入院特

約を新設し、医療保障を拡充する。

15 希望保障特約、入院費用保障特約、特定疾病入院保

障特約、特定疾病入院費用保障特約、重症入院割増保

障特約、入院治療費保障特約、割戻金据置特約、共済

金額定額増額特約、定期年金特約、死亡給付金割増支

払特約、配偶者年金特約および介護保障特約を廃止す

る。

の種類の変更ができるようにする。
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！ -Im丘三三三囀ー ー一了三—公で

！ 
！ 

！ m這 i
！ 優良材生産は直材づくりから．I
！ 

椎茸生産はクヌギ林造成から．I I 
！ 

！ 

！ 
！ 

県森連市況 ！ 
！ 平成6年 2月24日 1肱川町森林組合乾椎茸相場表I ! 
！ 大洲木市より （単位m'当り：円） 1. 市売日 乎成 6年 2月15日 ！ 
！ 1. 販売数呈•••20 ケース 204.9ほ
！ スギ ヒノキマッ

！ 
！長さ末口径 その他

1. 平均単価 3,040円（秋子） ！ 

！ 
直曲がり 直曲がり 直 1. 銘柄別単価 ！ 

7 ⑩下本 465本 234本 712本 563 松 バルプ ！ 
l I Is ⑳上本 700本 600本 990本 891 末口 7 cm 

銘 柄単 価比率％銘柄単 価比率％

! 14 mll3 cm上25,000 I ・ -I 53,800 I ・ -II8cm上22,000長さ 1.8m 
9,500円／m'

大届 6,390 8 特用大葉 ーー ！

I I 11 a an上22,000I -I 50,000 I -~4吐 28,000 中 厚 5,600 ー 特用中葉 一
! 24 ⑩上 24000 -51 000 - cm上35000 ！ 
！ 7暉下本 236本 133本 328本 168 雑 パルプ 小 厚 3, 500 ー特用小葉 ー ！

！ 
8 cm上本 400本 410本 506本 510 末口 7cm 大ウス

長さ
4'830,. 6大パレ 3, 100 17 : 

I 13mln⑳上 20,200 29,500 12,600臼？悶• 中ウス 4, 400 - ' 
13⑳上 zs,ooo I -I 46,600 I -118cm上21,000 中パレ 3,ooo I 91 : 

I I 11 a an上22,ooo I -I 42, 700 I -~4cm上 23,:iJO 中小ウス 3, 200 7 小バレ 2, 270 27 
！ 

! 24暉 上 19500 - cm上
！ 

小ウス 1, ooo I 9 変 形 1 800 -in⑩下本 100本一本 100本一 バリ材 ， ！ 
! 2 m 8 cm上本 120本 一本 120本 ー （松・杉・桧 ジャミウス 800 一色落ウス -I l 

! 
16呻上 12,0001- -122,0001 - -h3cm上 末口 3~ 7 cm) 冬

長さ 2.0m 
大 一色 悪 2,360 18!  

i 30⑳ cm上 冬中 一ー黒子 ー ー！

6m 13⑩上 3o,sooI I so,000 } 18⑩ 26 200 65 000 冬小 ー その他 ！ 
！ 特選 378,000 

！ 
1．概要 秋子のパレと格外が主体の市売であった。

｝ 足場 1 m当たり 70円～160円 本 180円
！ 

寒子の厚肉は引き合い多く、強保合で推移しているが、依然
！ 杉、桧共に模様眺めとなり弱含みの市況となる。小径木保合。柱中目

t l備考弱保合。松強保合。 ；二竺：の格外は売れていない。相場としてはやや強< l 

！ 
—_――――_-―-――-＝＝-—_―--―_ー-—_-＝—-----=—-＿--＿一―--――--＝--=＝＝＝--=-------=—-＿--_- ------==＝-------―――一--------------_,

をけ しー で催ら とすし
松谷堵冨和沖兵山 山 三河上沖石 神滝向和 水久西山森台記らこま日すし一さとぐて日

載れこしでがて〇て思桜き毎
本田本永気浦頭崎崎好野田野田井野井気口保本内田本いたにた無‘い回‘いのまに

た方修°事こたに昨ま花し暖
萬信福次利恵寿 秀石長繁吉末治 しの了 終の林分年すもたか
亀 次 ま御証了二業けの°咲°さ

寿泰守勝男嗣弘退 一 雄美一雄寿郎満務久衛利郎晴光雄す氏を い月教て秋 くもを
°名受 た二室開か こうま
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兵

頭

学

福

島

春

夫

昼
間
、
夜
問
を
問
わ
ず
参
加
し
て

下
さ
い
ま
し
た
肱
川
町
の
皆
さ
ん
に

あ
ら
た
め
て
感
謝
を
表
す
る
次
第
で

す。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

こ。f
 さ
て
、
近
頃
、
大
洲
管
内
に
お
い

て
山
林
火
災
が
頻
繁
に
起
き
て
い
ま

す。
昨
年
度
に
県
内
で
発
生
し
た
山
林

火
災
二
八
件
の
う
ち
、
そ
の
約
半
数

に
あ
た
る
一

三
件
が
こ
の
時
期
に
集

中
し
て
い
ま
す
。
昨
年
だ
け
で
な
く
、

こ
こ
―

0
年
は
、
同
じ
よ
う
な
傾
向

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
山
菜
取
り

や
ハ

イ
キ
ソ
グ
な
ど
で
山
林
へ
足
を

運
ぶ
機
会
も
多
く
な
っ
て
く
る
と
思

い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
季
節
は
、
空
気
が

乾
燥
し
、
火
災
が
起
こ
り
や
す
い
状

況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
タ
バ

コ
の
投
げ
捨
て
、
焚
き
火
な
ど
、
火

の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

万
が
一
火
災
が
発
生
し
た
際
に
は
、

速
や
か
に
最
寄
り
の
消
防
署
、
消
防

団
に
連
絡
し
て
下
さ
い
。

そ
の
間
の
個
人
の
消
火
活
動
は
、

最
小
限
、
火
の
延
焼
を
く
い
止
め
る

に
と
ど
め
、
消
火
は
極
力
消
防
署
か

消
防
団
に
任
せ
る
よ
う
に
し
て
、
安

全
に
は
十
分
留
意
さ
れ
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

林
業
改
良
指
導
員

林
業
教
室
に
つ
い
て

真
木
賢
二

4
月
1
日
（
金
）
大
谷
方
面

4
月
8
日
（
金
）
岩
谷
・
小
藪
方
面

4
月
15
日
（
金
）
宇
和
川
方
面

4
月
2
2
日
（
金
）
予
子
林
方
面

L
P
G
配
達
予
定
表

4
月
1
日
（
金
）
大
屋
敷
・
大
平

4
月

5
日
（
火
）
上
石
丸
・

師
走
野
・

下
小
藪
・
中
野

4

月
7

日
（
木
）
藤
野
原
•
町

4
月
9
日
（
土
）
八
重
栗
・
上
森
山
・

大
成
・
正
山

4
月
11
日
（
月
）
久
保

4
月
1
3
日
（
水
）
嵯
峨
谷
・
見
の
越
・

月
野
尾
・
京
造

4
月
15
日
（
金
）
広
常
・
影
地

4
月
18
日
（
月
）
中
津
・

小
倉

4
月
2
0
日
（
水
）
森
・
肱
栄
・
硯
．

久
下

・
樋
野
ロ
・
汗
生

4
月
2
2
日
（
金
）
白
石
・
上
小
藪
．

中
小
藪

4
月
25
日
（
月
）中
居
谷
・
嘉
城
・
共
栄
・

道
野
尾
・
赤
岩

4
月
27
日
（
水
）
大
駄
場
・
柳
・
郷
・

瓜
生
谷

4
月
3
0
日
（
土
）
全
敷
水
・
菟
野
尾

4
月
醤
油
配
達
予
定
表

＇
謬
曰
疇
鱈

1

4
月
5
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

4
月
6
日
（
水
）
中
津
方
面

4
月
7
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

4
月
12
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

4
月
1
3
日
（
水
）
岩
谷
方
面

4
月
1
4
日
（
木
）
大
谷
方
面

4
月
1
9
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

4
月
2
0
日（

水
）中
津
方
面

4
月
2
1
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

4
月
25
日
（
月
）
大
谷
方
面

（
農
協
総
会
の
た
め
）

4
月
2
6
日
（
火
）
月
野
尾
・

小
藪
方
面

4
月
27
日
（
水
）
岩
谷
方
面
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半
促
成
き
ゅ
う
り
栽
培
管
理
ポ
イ
ン
ト

一
、
保
湿
・
換
気

日
中
温
度
二
十
八

1
三
十
度
の
裔
湿

管
理
に
よ
っ
て
発
根
と
活
着
を
促
進
し

ま
す
。
換
気
は
、
ハ
ウ
ス
内
の
混
度
が

三
十
度
以
上
に
な
る
場
合
、
少
し
換
気

す
る
程
度
と
し
ま
す
が
、
大
切
な
の
は

湿
度
を
高
く
保
つ
こ
と
で
、
葉
の
萎
れ
・

高
湿
障
害
を
防
ぎ
ま
す
。

親
づ
る
の
本
築
七
枚
位
ま
で
は
特
に

ハ
ウ
ス
内
の
保
湿
と
換
気
の
バ
ラ
ソ
ス

調
整
に
気
を
配
り
ま
す
。
ハ
ウ
ス
内
の

モ
ヤ
は
早
朝
換
気
に
よ
っ
て
抜
き
、
灌

水
や
農
薬
散
布
に
よ
っ
て
湿
度
が
高
く

な
り
易
い
場
合
は
換
気
を
十
分
行
い
ま

す
。
尚
、
日
中
換
気
を
行
っ
て
い
る
場

合
、
早
目
に

ハ
ウ
ス
を
閉
め
て
最
低
夜

湿
十
三
度
以
上
を
目
標
に
夜
間
保
温
に

努
め
て
下
さ
い
。

二
、
灌
水
・
追
肥

活
着
時
期
は
で
き
る
だ
け
地
温
を
下

げ
な
い
よ
う
に
、
晴
天
日
の
午
前
中
に

株
元
へ
少
量
手
灌
水
を
行
い
ま
す
。

親
づ
る
の
本
葉
七
ー
十
三
枚
（
収
穫

予
定
の
一
番
果
の
開
花
期
）
の
頃
は
、

強
い
根
群
と
引
き
締
ま
っ
た
茎
葉
を
つ

く
る
為
、
葉
に
軽
い
萎
れ
が
見
え
れ
ば

少
し
水
を
与
え
る
程
度
の
ひ
か
え
目
の

灌
水
と
し
ま
す
。

親
づ
る
の
収
穫
が
始
ま
る
頃
に
な
れ

ば
追
肥
を
開
始
し
ま
す
。
雌
花
の
付
き

が
多
い
場
合
は
、
や
や
早
目
か
ら
灌
水
・

追
肥
を
行
い
、
逆
に
少
な
い
場
合
は
加

減
し
て
茎
葉
の
繁
茂
を
防
ぐ
と
同
時
に

萩
原
佳
津
）

生
殖
生
長
を
促
し
ま
す
。

そ
の
後
、
子
づ
る
下
位
節
の
収
穫
開

始
頃
ま
で
の
間
は
、
根
群
が
ま
だ
十
分

張
っ
て
い
な
い
も
の
の
急
激
に
果
実
が

成
り
込
む
時
期
で
あ
る
の
で
、
肥
切
れ

や
水
切
れ
を
さ
せ
な
い
よ
う
に

三
1
四

日
間
隔
で
追
肥
と
灌
水
を
行
い
ま
す
。

三
、

摘

果

昨
年
は
流
れ
果
（
肥
大
が
途
中
で
停

止
す
る
果
実
）
が
多
か
っ
た
。

こ
れ
は

薬
の
同
化
機
能
が
低
下
す
る
と
増
加
す

る
の
で
、
早
期
追
肥
を
心
が
け
、
摘
果

（
連
続
し
て
節
に
果
実
を
つ
け
な
い
・

曲
が
っ
た
果
実
は
早
く
除
去
す
る
）
を

行
い
、
摘
芯
や
摘
葉
と
併
せ
て
最
後
ま

で
安
定
し
た
草
酪
維
持
に
努
め
ま
し
ょ

う
。
（
大
洲
農
業
改
良
普
及
所

一
、
水
稲
早
期
栽
培
の
育
苗

早
期
栽
培
に
お
い
て
は
、
低
湿
期
に

播
種
す
る
の
で
出
芽
は
加
湿
し
て
行
い

ま
す
。
ま
た
、
緑
化
や
硬
化
は
ハ
ウ
ス

を
利
用
し
た
り
、
ソ
ル
バ
ー
ポ
リ
ト
ウ
で

被
覆
す
る
程
度
で
す
の
で
、
低
湿
や
強

光
線
に
よ
っ
て
苗
が
白
化
現
象
を
起
こ

し
た
り
ム
レ
苗
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。白
化
現
象
は
、
緑
化
作
業
が
遅
れ
て

鞘
葉
が
伸
び
過
ぎ
た
苗
に
発
生
す
る
場

合
が
多
く
、

二
十
℃
以
下
の
気
温
に
な

ら
な
い
よ
う
に
ビ
ニ
ー
ル
ト
ソ
ネ
ル
や

ハ
ウ
ス
等
で
保
湿
し
ま
す
。
ま
た
緑
化

時
に
黒
寒
冷
紗
等
で
覆
い
を
し
ま
す
。

ム
レ
苗
は

二
葉
以
降
に

一
0
℃
以
下

曽
我
洋
司
）

の
低
湿
に
遭
っ
た
場
合
や
床
土
の

P
H

が
高
い
場
合
に
発
生
し
や
す
く
な
り
ま

す
。

一
五
℃
以
下
に
な
ら
な
い
よ
う
に

温
度
管
理
に
留
意
し
て
下
さ
い
。
ま
た
、

ム
レ
苗
に
な
る
と
、
カ
ピ
の
発
生
を
誘

発
す
る
原
因
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
こ

の
点
で
も
注
意
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
一
般
的
な
注
意
点
と
し
て
、

良
質
の
種
も
み
を
用
い
る
、
種
子
消
毒

を
徹
底
す
る
（
ト
リ
フ
ミ
ソ
乳
剤
三
〇

0
倍
＋
ス
ミ
チ
オ
ソ
乳
剤
一
、

0
0
0

倍
液
に
二
四
ー
四
八
時
問
浸
漬
す
る
）
、

播
種
時
に
は
厚
ま
き
を
避
け
る
（
一
箱

当
た
り
一
八

0
g
.
-
、
七
升
程
度
が

目
安
）
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
毎
年

の
こ
と
で
す
の
で
慣
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
こ
と
と
は
思
い
ま
す
が
、
気
を
付
け

て
下
さ
い
。

（
大
洲
農
業
改
良
普
及
所

0
ク

リ

（
接
ぎ
木
）

時
期
と
し
て
は
台
木
の
芽
が
少
し
動

き
始
め
た
頃
が
適
期
で
す
。
三
月
中
旬

i
四
月
中
旬
の
間
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

こ
の
時
期
の
接
ぎ
木
と
し
て
は
切
り

接
ぎ
が
一
般
的
で
す
が
、
樹
皮
が
は
が

れ
や
す
い
状
態
で
あ
れ
ば
、
は
ぎ
接
ぎ

が
簡
単
で
活
着
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

（
図
1
)

穂
木
は
品
種
が
明
確
で
品
質
や
結
実
の

優
良
な
樹
か
ら
採
取
し
、
接
ぎ
穂
は
先

端
や
太
す
ぎ
る
基
部
は
避
け
て
よ
く
充

実
し
た
中
心
部
を
使
用
し
ま
す
。
手
順

に
つ
い
て
は
図
2
の
通
り
で
す
が
、
次

の
点
に
留
意
し
て
下
さ
い
。

①
切
り
口
が
滑
ら
か
で
あ
る
。

②
必
ず
形
成
層
を
合
わ
せ
る
。

③
台
木
と
穂
木
の
接
着
面
に
、
す
き
間

が
な
い
よ
う
に
す
る
。

④
穂
木
が
動
か
な
い
よ
う
に
、
台
木
に

し
っ
か
り
固
定
す
る
。

（
大
洲
農
業
改
良
普
及
所

飼
料
作
物
（
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
）
の
対
応

昨
年
は
、
冷
夏
・
長
雨
の
異
常
気
象

で
し
た
が
、
今
後
、
つ
ね
に
異
常
気
象

が
起
こ
り
得
る
こ
と
を
想
定
し
た
作
付

方
法
を
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
で

は
と
思
い
ま
す
。
次
の
事
に
注
意
し
て
、

作
付
方
法
を
考
え
て
見
て
下
さ
い
。

①
早
播
き
・
作
期
の
余
裕

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
栽
培
の
キ
ー
ポ
イ

ソ
ト
は
播
種
期
と
品
種
選
択
に
あ
り
ま

す
。
気
温
と
日
照
が
不
安
定
な
異
常
気

象
下
で
は
、
作
期
の
確
保
・
余
裕
と
い
っ

た
面
で
、
早
播
き
は
重
要
で
す
。

②
複
合
作
付
体
系
の
埠
入

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
播
種
期
は
早
播
き

を
原
則
と
す
べ
き
と
い
う
こ
と
に
な
り

ルプ
ー

ま
す
が
、
気
象
災
害
を
回
避
す
る
と
い

―― 

ム
戸
テ
う
観
点
か
ら
は
、
た
と
え
ば
播
種
を
四

合

'
用
呼
月
と
五
月
に
分
け
る
と
か
、
熟
期
の
異

木

7
 
ラ

m

虹
な
る
品
種
を
作
付
け
て
危
険
分
散
を
は

か
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

五
③
地
域
に
適
合
し
た
品
種
選
定

Ù 

ぬ

f

パ
奨
励
・
準
奨
励
品
な
ど
を
利
用
し、

、
¥_ノ
穂

法

耐

病

性

等

に

優

れ

た

品

種

を

用

い

て

下

庄

[

雌

，

[

方

さ
い
o

0
ー
④
転
換
畑
で
は
湿
害
回
避
策
が
必
要

挿

妾

湿
害
回
避
の
方
策
は
、
長
期
的
に
は

温
[
ぺ
〕
Kヽ入

ぎ

て
磨
出

成

台

の

門
膚
げ

5

直
炉

切
闘
汀
這
彗
〗
日
冒
汀
〗
〔

臼ロニ〔
□口
〔
2

た
手
は
あ
り
ま
せ
ん
。
過
剰
な
ふ
ん
尿

込
木
っ
を

Sem
。

図

還
元
は
、
圃
場
の
保
水
性
を
高
め
る
可

f
 

り
や
か
カ

,
'
五T
o
g

→g
7
.
0
0
F

〗
肝f
方
能
性
が
あ
り
ま
す
。

垂
に
部
ナ
れ

5

⑤
作
業
の
適
期
実
施
の
励
行

び

わ

頑

n
W
い
い9

直

は

側

ィ

る

；

．

ヵり

⇒

選
も

Ill

‘
,．
。
天
候
の
影
響
で
な
か
な
か
適
期
実
施

を

り

で

f{。が
困
難
な
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
適
期

翌
贔
什
月
碩
贄
暉
、

あ
る
い
は
、
そ
れ
に
近
い
時
期
に
作
業

認

お

』

[

5

咲
翌
ー

⇒

丑
4
5
n
H炉
翻
翡
ー

が
出
来
る
よ
う
心
が
け
て
下
さ
い
。

予ぐ：

Tin

R

木

に

⑧

④

定

と

⑥
土
づ
く
り
・
堆
厩
肥
の
施
用

み
そ
で
る

3
 

込
に
認
な

土
壌
診
断
を
行
い
、
的
確
な
肥
培
管

り
か
確
と

切
ず
く
易

理
を
行
う
こ
と
は
、
と
く
に
湿
害
に
は

一

畜

産

一

適

切

な

追

肥

が

被

喜

避

に

有

効

と

さ

れ
て
い
る
点
か
ら
も
重
要
で
す
。

以
上
の
様
な
点
に
注
意
し
て
、
作
付

方
法
を
考
え
て
み
て
下
さ
い
。

大
洲
改
良
普
及
所
峯
下

0.02mm厚
lii ポリエチレソ

フィルム

接ぎ木用ヒ・ニール
テープ

ポリエチレソ袋使用の場合

れ
。
切
す
本
が
2
は
に
を
縦
皮、樹

で幅
む
の
入
木
を
穂
目

□
 

菊
池

図1 はぎ接ぎ
明

寿
樹
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肱
川
中
学
校
校
長

1
1

気
を
ふ
る
え

II

佑

川

敬

さ

ん

平
成
五
年
度
の
終
り
に
あ
た
り
、
三
人
の
方
々
か
ら
公
民
館
の
あ
り
方
に

つ
い
て
提
＿
―
―
1
0

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
来
年
度
か
ら
の
参
考
に
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
と
と
も
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

農
協
と
い
う
の

は
、
今
や
、
日
本

の
農
業
、
農
村
や

農
家
を
統
括
す
る

一
大
組
織
で
あ
る
。

農
業
経
営
に
必

要
な
あ
ら
ゆ
る
も

の
の
購
入
・
販
売
、

逆
に
、
農
業
で
生

産
さ
れ
る
さ
ま
ざ

ま
な
産
物
の
購
入
・

販
売
。
ス
ー
パ
ー

ス
ト
ア
や
結
婚
披

露
宴
会
場
等
の
経

裳
缶
詰
や
ジ
ュ
ー

ス
等
加
工
食
品
類

の
製
造
販
売
、
自
動
車
・
農
機
等
の
販

売
や
修
理
、
旅
行
斡
旋
関
連
か
ら
、
更

に
は
、
保
険
業
や
銀
行
業
と
同
様
な
金

融
の
業
務
ま
で
、
と
も
か
く
、
す
ご
い
。

そ
の
様
子
は
、
ま
さ
に
、
「
す
べ
て

の
も
の
は
農
協
で
、
そ
し
て
、
す
べ
て

の
も
の
を
農
協
へ
」
と
も
言
う
ぺ
＜
、

そ
の
組
織
や
活
動
は
、
実
に
一
大
企
業
、

政
治
的
に
も

一
大
圧
力
団
体
の
感
さ
え

あ
る
。別
に
、
そ
の
在
り
方
を
と
や
か
く
言

う
つ
も
り
は
な
い
。

む
し
ろ
、
公
民
館
の
在
り
方
を
考
え

る
と
き
、
農
協
の
在
り
方
に
学
ぶ
べ
き

点
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
の
で
あ
る
。

社
会
教
育
あ
る
い
は
生
涯
学
習
に
関

編集•発行

肱川町公民館
s (0893) 34-2307 

公
民
館
の
―
つ
の
柱
で
あ
る
”
つ
ど

ぅ
“
と
い
う
こ
と
は
、
い
か
に
人
を
集

め
る
か
で
は
な
く
、
い
か
に
人
が
集
ま

る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
役
職
に
就
い

た
人
だ
け
が
公
民
館
に
足
を
運
ん
だ
の

で
は
意
味
が
な
い
の
で
す
。

特
に
公
民
館
に
は
分
館
が
あ
る
訳
で

す
か
ら
、
分
館
活
動
を
強
化
す
る
こ
と

二
宮
秀
一
さ
ん

肱
川
町
P
T
A
連
合
会
長

1
1

分
館
活
動
の
充
実
と
マ
ン
ネ
リ
化
の
打
破

II

す
る
「
す
べ
て
の
こ
と
は
公
民
館
で
、

そ
し
て
、
す
べ
て
の
こ
と
を
公
民
館
へ
」

．．．．．． 
と
い

っ
た
構
え
を
、
根
本
的
に
築

か
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

抽
象
的
な
空
論
の
惑
を
与
え
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
決
し
て
、
絵
空
言
で
は

な
い
。
人
は
情
け
に
生
き
、
志
に
よ
っ

て
励
む
の
で
あ
る
。

各
種
の
団
体
・
機
関
等
の
連
絡
を
図

る
こ
と
、
青
年
学
級
の
実
施
、
定
期
講

座
の
開
設
、
討
論
会
・
講
習
会
・
講
演

会
・
実
習
会
・
展
示
会
等
の
開
催
、
図

書
そ
の
他
の
資
料
の
活
用
を
図
る
こ
と
、

体
育
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ソ
等
の
集
会

の
開
催
、
施
設
を
公
共
的
利
用
に
供
す

る
こ
と
等
々
、
公
民
館
の
法
定
の
業
務

は
、
ま
こ
と
に
多
様
で
煩
雑
な
感
も
あ

る
が
、
要
は
、
社
会
教
育
の
活
力
あ
る

セ
ソ
タ
ー
で
あ
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
い

、0カ
変
な
お
役
所
惑
覚
を
持
つ
こ
と
は
、

地
域
住
民
を
遠
ざ
け
る
。
言
わ
ば
、
公

民
館
の
自
殺
行
為
で
あ
る
。

優
秀
な
同
僚
に
、
公
民
館
の
在
り
方

に
つ
い
て
の
提
言
は
な
い
か
、
た
ず
ね

た
。
答
え
は
簡
単
で
あ
っ
た
。

「
別
に
あ
り
ま
せ
ん
。
公
民
館
が
ど

ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
の
か
、
ほ
と
ん

ど
知
り
ま
せ
ん
か
ら
。
」

な
ら
ば
、
と
り
あ
え
ず
、
公
民
館
は
、

宣
伝
や
案
内
の
強
化
徹
底
に
取
り
組
ま

ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

が
大
切
で
す
。

昔
は
、
こ
ど
も
の
ど
自
慢
大
会
、
産

業
祭
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
し
、

幅
広
く
参
加
で
き
る
行
事
が
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
。

肱
川
町
が
実
施
す
る
事
業
が
多
く
な
っ

た
牲
も
あ
り
ま
す
が
、
や
は
り
、
分
館

独
自
の
行
事
が
行
え
る
よ
う
に
、
本
館

の
指
迎
体
制
の
強
化
も
必
要
で
す
。

継
続
す
る
こ
と
は
重
要
な
こ
と
で
、

回
を
重
ね
る
ご
と
に
厚
み
も
出
来
ま
す
。

し
か
し
、
同
じ
こ
と
の
繰
り
返
し
で
は

飽
き
て
来
る
の
で
工
夫
を
加
え
る
必
要

も
あ
り
ま
す
。
昨
年
と
同
じ
内
容
で
あ

れ
ば
、
主
催
者
は
簡
単
に
事
業
が
行
え

ま
す
が
、
参
加
者
は
年
々
少
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
新
し
い
感
覚
と
問
題

そ
の
意
味
で
、
こ
の
一
月
に
発
行
さ

れ
た
公
民
館
通
信
「
肱
風
」
第
一
号
の

意
義
は
大
き
い
。
「
地
域
の
皆
さ
ん
の

た
め
の
公
民
館
を
目
ざ
し
て
頑
張
り
た

い
」
と
い
う
そ
の
意
気
や
よ
し
。

橘
本
左
内
の
『
啓
発
録
』
の
中
に
、

「
気
を
ふ
る
え
」
と
あ
る
。
「
意
気
を
は

げ
ま
し
て
立
て
よ
」
と
あ
る
。

と
も
あ
れ
、
ま
ず
は
、
公
民
館
長
及

ぴ
同
職
員
、
公
民
館
運
営
審
議
委
員
各

位
、
気
を
ふ
る
わ
れ
た
い
。

す
べ
て
、
そ
こ
か
ら
始
ま
る
。

そ
れ
以
外
に
、
ま
と
も
な
出
発
点
は

な
い
。

意
識
を
持
っ
て
事
業
を
進
め
て
ほ
し
い

も
の
で
す
。

ま
た
、
役
員
の
任
期
は
ほ
と
ん
ど
の

場
合

二
年
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
よ
う

に
思
え
ま
す
。
例
を
上
げ
る
と
、
人
権

集
会
の
大
会
長
は
、

P
T
A
連
合
会
長

が
な
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
ニ

年
間
で
は
勉
強
が
で
き
た
か
な
と
思
っ

た
ら
交
代
で
、
新
し
い
人
は
、
一
か
ら

勉
強
と
い
う
ケ
ー
ス
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
大
会
長
ぐ
ら
い
は
二
年
で
変
わ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
も
、

盛
り
上
げ
て
い
く
上
で
は
重
要
な
こ
と

に
思
い
ま
す
。

新
年
度
か
ら
は
、
バ
ソ
ト
ッ
ク
氏
が

肱
川
町
で
働
く
こ
と
を
聞
い
て
い
ま
す
。

国
際
化
の
波
が
や
っ
と
肱
川
町
に
も
届

い
た
の
で
し
ょ
う
。

こ
の
こ
と
も
、
新

し
い
ま
ち
づ
く
り
に
重
要
な
役
割
を
果
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地上め‘すま°る う る重い、ン
18 のいたッ
ペ に雨こ特別 で土ミと
l 

出降がこ す゚ のミ重
ジ てがな 圧ズ＜
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謡疇

し
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

も
う
一
っ
期
待
す
る
こ
と
と
い
え
ば
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
拠
点
も
公
民
館

に
隧
い
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
町
内
に

は
、
手
話
や
点
字
を
初
め
と
し
て
ボ
ラ

ソ
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
る
人
が
沢
山

い
ま
す
。
し
か
し
、
い
ざ
勉
強
を
と
い

う
と
町
内
で
は
む
ず
か
し
い
の
が
現
実

で
す
。
こ
の
よ
う
な
活
動
の
支
援
も
考

え
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

最
後
に
公
民
館
が
住
民
の
真
の
「
ょ

り
ど
こ
ろ
」
と
な
る
よ
う
に
、
一
歩
づ

つ
前
進
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

肱
川
町
青
年
団

II
「
や
ら
せ
て
」
の
心
を

持
っ
て
1
1

肱
川
町
青
年
団
の
た
ま
り
場
で
あ
る

青
年
室
は
、
公
民
館
の
一
室
と
し
て
看

板
を
揚
げ
て
い
る
。
こ
の
青
年
室
を
フ

ル
に
活
用
し
た
先
輩
達
が
今
肱
川
町
の

色
々
な
場
面
で
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍

し
て
い
る
。
先
輩
達
曰
く
「
昔
は
青
年

活
動
は
、
青
年
室
を
拠
点
に
皆
が
動
い

て
い
。
」
確
か
に
青
年
室
に
は
、
賞
状

や
ト

ロ
フ
ィ
ー
な
ど
数
々
の
歴
史
を
物

語
っ
て
い
る
が
、
今
の
我
々
に
は
こ
れ

ら
の
功
績
を
継
続
す
る
だ
け
の
自
信
は

な
い
か
も
し
れ
な
い
。
が
、
何
と
か
し

よ
う
と
努
力
を
し
て
い
る
。

青
年
団
活
動
は
遠
征
に
行

っ
て
勝
開

を
あ
げ
る
だ
け
で
は
な
い
。
辞
書
で

「
公
民
館
」
の
文
字
を
さ
が
す
と

「
社

-

会
教
育
法
に
基
づ
ぎ
、
市
町
村
に
設
置
~

さ
れ
、
住
民
の
た
め
に
実
生
活
に
即
し
~

た
教
育
・
学
術
・
文
化
に
関
す
る
各
種
~

事
業
を
行
う
施
設
（
岩
波
書
店
広
辞
~

苑
）
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
公
民
館
の
一

i

室
で
活
動
し
て
い
る
青
年
団
は
当
然
、
~

住
民
の
た
め
に
実
生
活
に
即
し
た
教
育
・
~

学
術
・
文
化
に
関
す
る
各
種
事
業
に
対
~

し
て
積
極
的
に
参
加
す
る
必
要
が
あ
る
。
~

そ
し
て
リ
ー
ド
し
て
い
く
事
が
大
事
で
~

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
誰
も
が
~

解
っ
て
い
る
こ
と
だ
が

「
受
け
身
」
~

「
や
ら
せ
」
で
は
い
け
な
い
。
物
事
に
一

好
き
嫌
い
を
現
し
、
恐
い
も
の
を
恐
い
~

と
決
め
つ
け
心
の
シ
ェ
ル
タ
ー
ヘ
避
難
~

し
て
い
て
は
ダ
メ
だ
と
思
う

。

こ
れ
だ
~

け
個
性
派
が
続
々
と
登
場
す
る
時
代
に
~

我
々
は
個
性
を
ぶ
つ
け
合
わ
な
け
れ
ば
~

な
ら
な
い
。
そ
し
て
人
か
ら
良
く
受
け
~

取
ら
れ
る
「
受
け
身
」
「や
ら
せ
」
で
~

は
な
く

「
や
ら
せ
て
」
と
発
展
し
て
い
"

ぎ
た
い
も
の
だ
。
行
事
に
参
加
、
協
力
~

を
す
る
に
も
、
常
に
打
ち
合
わ
せ
を
必
i

要
と
し
、
自
分
が
ど
の
よ
う
な
セ
ク
シ
ョ
~

ソ
で
、
ど
う
動
く
の
か
理
解
す
る
必
要
~

が
あ
る
の
で
は
：
ー
…
。
そ
こ
か
ら
新
し
~

い
ア
イ
デ
ィ
ア
が
生
ま
れ
る
の
で
は
な
~

い
か
。
も
う
、
こ
れ
か
ら
は
標
準
装
備
~

で
は
、
若
者
は
走
れ
な
い
。
独
自
の
パ
ー
~

ツ
を
組
み
込
み
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
し
て
~

ぶ
つ
か
る
べ
き
だ
。
そ
ん
な
社
会
教
育
~

団
体
の
一
員
、
青
年
団
で
あ
り
た
い
。
~

二
月
に
、
温
泉
郡
川
内
町

で
、
愛
媛
県
読
書
活
動
研
究

集
会
が
開
催
さ
れ
た
。
肱
川

町
か
ら
も
、
総
勢
八
人
が
参

加
、
飛
野
主
任
主
事
の
事
例

発
表
は
、
二
百
五
十
人
の
参

会
者
に
、
大
き
い
感
銘
を
与

え
た
。終
了
後
、
県
大
会
を
主
宰

し
た
川
内
中
央
読
書
会
の
方
々
、

県
外
及
び
東
予
方
面
か
ら
の
何
人
か
の

参
加
者
、
そ
れ
に
肱
川
勢
数
人
が

一
堂

に
会
し
、
懇
親
会
を
行
っ
た
。
さ
さ
や

か
で
は
あ
る
が
、
温
か
い
思
い
の
通
い

合
う
会
合
で
あ
っ
た
。

川
内
中
央
読
書
会
の
方
々
に
は
、
当

町
の
人
権
集
会
に
も
、
初
回
か
ら
、
大

挙
参
会
し
て
も
ら

っ
て
い
る
。

三
月
に
入
る
と
、
川
内
町
の
老
人
会

の
研
修
旅
行
団
が
来
町
さ
れ
た
。
産
業

建
設
課
か
ら
案
内
パ
ソ
フ
レ
ッ

ト
を
送
っ

て
も
ら
っ
て
は
い
た
が
、
先
方
の
御
要

望
も
あ
っ
て
、
中
央
公
民
館
、
老
人
会
、

風
の
博
物
館
、
歴
史
民
俗
資
料
館
等
の

方
々
に
対
応
、
交
流
い
た
だ
い
た
。

い
ず
れ
も
さ
さ
や
か
な
こ
と
で
は
あ

る
が
、
そ
う
い
う
取
組
や
努
力
こ
そ
、

肱
川
町
の
真
の
発
展
に
つ
な
が
る
も
の

と
確
信
し
て
い
る
。
手
を
こ
ま
ぬ
い
て

い
て
は
、
人
は
来
な
い
。
人
の
来
な
い

町
は
栄
え
な
い
。

い
た
ず
ら
に
過
疎
を
嘆
く
な
か
れ
。

古
い
村
意
識
で
、
創
造
力
を
失
い
、

結
局
は
、
み
ん
な
で
酔
っ
ば
ら
っ
て
仲

良
く
村
を
つ
ぶ
す
よ
う
な
愚
を
、
厳
し

く
警
告
し
た
文
章
が
、
す
で
に
十
何
年

も
前
に
、
町
内
で
発
表
さ
れ
て
い
る
の

を
忘
れ
な
い
。

肱
川
町
に
栄
え
あ
ら
ん
こ
と
を
。（佐）

［ファインダ—穏叫
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第
四
代
館
長

昭
和
五
十

三
年
四
月
、
正
山
分
館
長

の
任
期
を
一
年
残
し
て
、
町
公
民
館
へ

の
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
分
館
の
承
認

を
得
ね
ば
、
と
、
返
事
を
留
保
、
分
館

主
事
が
丁
度
出
張
中
で
し
た
の
で
全
役

｀
員
揃
っ
て

「
や
む
を
得
ぬ
」
と
の
承
認

を
得
て
就
任
す
る
旨
の
挨
拶
は
四
月
十

=―

日
で
し
た
。

教
育
長
と
の
面
接
で
「
今
ま
で
は
週

三
日
の
出
勤
だ
っ
た
が
、
で
き
れ
ば
毎

日
出
て
ほ
し
い
」
と
の
こ
と
。
ど
う
せ

引
受
け
る
な
ら
と
、
承
諾
し
て
、
翌
日

か
ら
五
十
年
前
の
ア
ル

ミ
の
弁
当
箱
で

出
勤
、
月
末
に
は
お
手
当
を
頂
き
ま
し

た
。
中
身
は
週
三
日
出
勤
の
前
任
者
と

同
額
の
日
割
計
算
。

四
月
に
は
い
ろ
ん
な
総
会
が
あ
っ
て
、

案
内
が
来
る
、
来
賓
と
な
る
と
手
ぶ
ら

で
は
行
け
な
い
。
包
ん
だ
祝
俵
ぐ
ら
い

は
賄
え
る
か
ら
ま
ず
は
結
構
、
非
常
勤

職
員
と
は
こ
ん
な
も
の
だ
ろ
う
と
得
心
。

さ
て
、
仕
事
の
こ
と
は
、
過
去
三
代

の
継
続
事
業
を
こ
な
す
こ
と
、
町
内
約

半
分
の
地
区
が
残
っ
て
い
る
同
和
教
育

巡
回
講
座
、
大
き
い
部
落
は

二
つ
三
つ

に
分
け
て
お
集
ま
り
を
ね
が
う
。
明
治

四
年
の
法
制
定
以
来
国
民
一
人
一
人
の

心
に
訴
え
る
営
み
は
ま
だ
行
わ
れ
た
こ

と
が
な
い
、
そ
れ
を
百
年
も
た
っ
た
今

な
ぜ
？
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
と
並
行
し
て
正
覚
と
羽
座
谷
に

集
会
所
が
で
ぎ
た
の
を
契
機
と
し
て
学

習
会
を
も
ち
た
い
、
と
の
希
望
が
出
さ

れ
た
の
で
、
月
一
回
地
区
の
全
員
が
集

ま
り
、
奥
さ
ん
方
手
作
り
の
ご
馳
走
を

頂
き
な
が
ら
四
方
山
話
に
花
が
咲
き
ま

す
。
や
や
あ
っ
て

「
先
生
、
ひ
と
つ
え
え
話
を
ー
ー
」

と
な
る
。
隣
同
士
で
も
話
し
合
う
こ
と

の
少
な
く
な
っ
た
状
態
の
中
で
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
づ
く
り
へ
の
効
果
は
大
ぎ
い
も

の
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
羽
座
谷
の

方
は
、
管
内
の

「
生
活
学
校
」
に
も
っ

な
が
り
、
成
果
の
発
表
会
に
も
出
て
頂

き
、
多
く
の
発
表
の
中
で
も
地
に
つ
い

た
内
容
は
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

前
任
者
が
は
じ
め
ら
れ
た
「
お
四
国

学
級
」
の
段
取
り
も
や
っ
と
で
ぎ
上
が

り
、
こ
れ
で
い
け
る
1
'
と
思
っ
た
矢
先

の
入
院
で
、
学
級
は
無
事
終

っ
て
帰
っ

大

本

「
こ
ん
に
ち
は
」
を
交
わ
す
相
手
が

わ
た
し
の
財
産

今
回
は
第
四
代
館
長
大
本
清
光
さ
ん
で
す
。

清

光
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い
出
て
く
る
の
で
す
。

素
な
ど
が
い
っ
ぱ
い
に
充
満
し
、
苦
し
く
な
っ
て
は

れ
な
く
な
り
、
土
の
中
は
自
分
で
吐
い
た
二
酸
化
炭

降
る
と
、
雨
水
の
染
み
込
み
に
よ
り
酸
素
が
供
給
さ

、
ミ
ズ
は
皮
膚
呼
吸
し
て
生
き
て
い
ま
す
。
雨
が

E
E一
③
呼
吸
困
難
に
な
る

解

答

た
が
館
長
は
ど
う
か
、
と
、
代
表
者
に

病
室
を
見
舞
っ
て
頂
く
よ
う
な
始
末
。

「
先
生
が
帰
ん
な
は
る
時
は
安
楽
寺
へ

直
通
じ
ゃ
わ
い
：
．．．． 
と
み
ん
な
言
い
よ
っ

た
ん
ぜ
」
と
、
近
所
の
人
か
ら
聞
か
さ

れ
た
り
、
退
院
の
際
主
治
医
か
ら
は

「
こ
れ
で
大
丈
夫
、
上
手
に
癒
っ
た
」

と
太
鼓
判
を
押
さ
れ
て
久
し
ぶ
り
の
出

勤
、
町
民
運
動
会
に
皆
さ
ん
の
前
で
挨

拶
で
き
た
こ
と
正
に
感
無
量
の
も
の
が

あ
り
ま
し
た
。

そ
の
年
の
秋
、
「
お
四
国
学
級
」

に

も
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
、
各
札
所
の

お
詣
り
は
勿
論
、
名
所
旧
跡
の
見
学
、

わ
け
て
も
宿
坊
で
夕
食
後
の
話
し
合
い

に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
お
互
い
の
心
の
通

い
合
い
、
又
来
年
も
元
気
で
参
り
ま
し
ょ

う
と
、
日
常
の
出
会
い
や
電
話
で
の
語

ら
い
。
そ
し
て
こ
の
学
級
の
成
果
が
老

人
ク
ラ
プ
の
運
営
等
に
も
大
き
な
プ
ラ

ス
に
な
っ
て
い
る
さ
ま
を
み
る
に
つ
け
、

こ
の
学
級
を
企
画
さ
れ
た
前
任
者
の
爛

眼
に
最
大
の
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
す
。

開
恰
も
、
成
人
病
が
注
目
さ
れ
は
じ

め
た
頃
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
承
認
を

得
、
成
人
病
予
防
を
主
眼
と
し
た
「
健

康
隣
組
」
は
、
企
画
力
に
す
ぐ
れ
た
永

田
町
民
課
長
（
当
時
）
和
気
千
秋
先
生
の

献
身
的
な
ご
協
力
、
婦
人
会
長
、
保
健

係
、
保
健
婦
さ
ん
た
ち
の
力
添
え
に
よ

っ

て
上
嵯
峨
谷
か
ら
発
足
す
る
こ
と
が
で

き
、
成
人
病
と
血
圧
管
理
、
食
生
活
の

見
な
お
し
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
の
認
識

を
深
め
る
こ
と
に
多
少
の
貢
献
が
あ
っ

た
だ
ろ
う
し
、
血
圧
は
自
分
で
も
測
れ

る
も
の
と
い
う
こ
と
も
一
般
化
し
た
よ

う
で
す
。
各
地
区
を
細
か
に
廻
っ
て
皆

さ
ん
に
訴
え
た
心
の
底
に
は
私
の
家
内

が
、
更
年
期
障
害
、
高
血
圧
脳
梗
塞
と

入
退
院
を
繰
返
し
、
夕
方
暗
閤
に
鍵
穴

を
探
し
、
火
の
気
の
な
い
部
屋
に
入
る

味
気
な
さ
を
皆
さ
ん
に
は
味
わ
っ
て
頂

き
た
く
な
い
、
と
の

一
心
か
ら
で
し
た
。

そ
の
心
境
は
今
で
も
少
し
も
変
っ
て
い

ま
せ
ん
。

「
健
康
隣
組
」
に
つ
い
て
は
、
当
時

テ
レ
ビ
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
全
国
的

に
反
響
が
あ
り
、
他
の
地
方
と
の
交
流

も
あ
り
ま
し
た
が
、
私
の
最
も
敬
服
し

て
い
る
「
熊
さ
ん
の
養
生
説
法
」
に
カ

づ
け
ら
れ
た
こ
と
を
述
べ
て
お
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

か
ね
て
か
ら
希
望
し
、
ご
本
人
に
も

お
願
い
し
て
い
た
本
物
の
「
熊
さ
ん
の

養
生
説
法
」
が
、
文
化
講
演
会
と
い
う

形
で
実
現
し
た
の
は
、
私
の
退
任
後
で

し
た
が
、
こ
の
こ
と
の
実
現
に
努
力
さ

れ
た
方
々
の
ご
努
力
に
敬
意
を
表
し
、

書
き
た
い
こ
と
の
多
く
を
残
し
て
こ
の

稿
を
終
り
ま
す
。
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差
別
語
や
差
別
表
現
が
い
ろ
い
ろ

取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
ま
す
。
筒
井
康

隆
は
、
あ
る
協
会
の
抗
議
に
対
し
、

自
己
の
信
念
を
貫
く
た
め
断
筆
宣
言

を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
放
送
出
版
業

界
は
世
間
の
指
弾
を
受
け
な
い
よ
う

自
主
規
制
と
し
て
、
「
差
別
語
言
い

換
え
集
」
を
作
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
と
ば
の

言
い
換
え
だ
け

で
事
が
済
む
も
の
で
し
ょ
う
か
。

学
習
の
場
で
は
、
差
別
語
を
使
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
が
あ
り
ま
す
。

な
ぜ
な
ら
、
部
落
差
別
が
歴
史
の
事

実
と
し
て
存
在
し
た
か
ら
で
す
。
単
に

言
葉
だ
け
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
で
な

く
、
そ
こ
に
侮
蔑
の
意
思
が
あ
る
か
な

い
か
が
問
題
な
の
で
す
。

人
間
は
元
来
生
ま
れ
お
ち
た
瞬
間
か

ら
不
平
等
な
生
物
で
す
。
体
カ
・
生
存

力
や
知
能
・
運
命
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が

ハ
ソ
デ

キ
ャ
ッ
プ
を
抱
え
て
生
ま
れ
て

き
ま
す
。
社
会
的
に
は
誰
も
が
平
等
で

あ
る
べ
ぎ
な
の
で
す
が
、
人
間
そ
の
も

の
は
不
平
等
な
の
で
す
。
社
会
的
差
別

こ
そ
が
人
権
問
題
で
あ
り
、
そ
れ
以
外

の
不
平
等
は
、
個
体
の
差
異
で
あ
り
個

公
民
館
で
、
二
月

十
九
日
か
ら
五
日
間
、

草
木
染
め
と
パ
ッ
チ

ワ
ー
ク
作
品
展
を
開

き
ま
し
た
。

草
木
染
め
は
、
公

民
館
の
草
木
染
め
教

室
の
学
級
生
と
、
生

活
改
善
グ
ル
ー
プ
員

三
五
人
の
作
品
、
一

四
六
点
を
展
示
し
ま

し
た
。

栗
や
山
も
も
、
び

ゎ
、
南
天
、
く
じ
ゅ

う
な
の
実
、
玉
ね
ぎ
、

梅
、
く
ち
な
し
で
ス

カ
ー
フ
や
ハ
ソ
カ
チ
、

口

菓

狩

り

性
と
し
て
受
け
と
め
ら
れ
る
も
の
で

し
ょ
う
。

週
刊
文
春
で
は
、
数
回
に
わ
た
っ

て
「
言
葉
狩
り
と
差
別
」
と
い
う
特

集
記
事
を
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
読

者
の
声
を
抜
粋
し
て
お
き
ま
す
。

「
め
く
ら
・
つ
ん
ぼ
」
を
「
目
が

不
自
由
・
耳
が
不
自
由
」
に
変
え
て

も
障
害
が
直
る
わ
け
で
は
な
い
。
言

葉
を
換
え
耳
に
心
地
よ
く

ひ
び
く
よ

う
に
な
っ
て
も
何
も
変
わ
っ
て
い
な

い
。
今
私
が
恐
れ
て
い
る
こ
と
は
、

「
言
葉
か
え
」
で

全
て
が
す
ま
さ
れ

よ
う
と
す
る
現
状
で
、
本
来
問
題
に

さ
れ
る
べ
き
「
差
別
」
の
元
と
な
る

意
識
の
改
革
が
な
お
ざ
り
に
さ
れ
て

い
く
の
で
は
な
い
か
と
言
う
こ
と
だ
。

の
れ
ん
、
ざ
ぶ
と
ん
カ
バ

ー
、
テ
ー
プ

ル
セ
ン
タ
ー
を
染
色
。
淡
い
黄
色
、
え

ん
じ
色
、
ピ
ン
ク
や
淡
い
プ
ル
ー
の
自

然
色
に
包
ま
れ
た
会
場
は
、
一
足
早
い

春
を
想
わ
せ
ま
し
た
。

併
せ
て
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
愛
好
者
の

作
品
、
壁
か
け
や
リ
ー
ス
、
バ
ッ
グ
や

ぬ
い
ぐ
る
み
な
ど
二
四
点
を
展
示
。
一

針
一
針
に
真
心
が
こ
も
っ
た
作
品
に
湿

か
み
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

期
問
中
、

一
0
0人
余
り
の
方
が
会

場
を
訪
れ
ま
し
た
。

広
報
九
月
号
の
表
紙

で
も
紹
介
し
た
よ
う
に
、

学
校
ぐ
る
み
の
取
り
組

み
と
し
て
、
ボ
ラ
ソ
テ
ィ

ア
活
動
・
社
会
奉
仕
活

動
等
の
成
果
が
高
い
評

価
を
受
け
、
愛
媛
県
教

育
委
員
会
教
育
長
よ
り

努
力
賞
を
送
ら
れ
ま
し

こ。f
 地
域
文
化
を
生
か
し

た
学
校
づ
く
り
が
、
ま

す
ま
す
発
展
す
る
こ
と

を
期
待
し
ま
す
。

永
い
よ
う
で
短
か
っ
た
平
成
五
年

度
の
一
年
間
も
終
ろ
う
と
し
て
い
ま

す。
フ
ァ
イ
ソ
ダ
ー
を
担
当
し
て
下
さ

い
ま
し
た
、
肱
川
中
学
校
校
長
の
佐

川
先
生
を
始
め
、
館
報
の
編
集
に
ご

協
力
を
い
た
だ
ぎ
ま
し
た
皆
様
方
に

心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

分
館
活
動
や
文
化
協
会
の
活
動
、

地
域
の
話
題
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
記
事

と
し
て
載
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も

の
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
編
集
者

の
技
術
不
足
で
、
皆
様
に
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
を
お
わ
び
致

編

集

後

記

肱川中学校が県教育長より

表彰される

お
知
ら
せ

〒797-15
肱川町大字山鳥坂73

肱川町公民館

TEL34 -2307 

FAX34-2164 

し
ま
す
。

四
月
号
か
ら
は
、
一
歩
踏
み
出
し

た
館
報
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
地
域

の
話
題
な
ど
も
掲
載
し
て
い
き
ま
す

の
で
、
身
近
な
話
題
な
ど
あ
り
ま
し

た
ら
、
ぜ
ひ
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
電

話
で
も
、
手
紙
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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4
 
月 の '‘行 9 事 予 定 表

1 ．肱川町防災の日 11 ・農業委員会

4 5 ・行政相談 13 •お神楽（中野三嶋神社）

5 • 20 ・心配ごと相談 と•に ．9-

. ，上；2中1旬
•お四国学級（第11期生）

` :• 9 

8 • 町内各小学校（幼稚園）入学式 ・定例部落長会

11 ．肱川中学校入学式 28 ・税金等出張受入れ

月
3 /27,,...___, 4 //29 しゃくなげまつり 4 / 6,..____,4 /15 春の交通安全運動

4月の日 曜 ・祝日 当直医

日 当 直 医 電 話

3 日
佐々木 外科医 院 43-0101 
（五十崎町）

（日）
沢井小児科医院 24-7530 
（大 沙廿 市）

1 0 日
曽 札艮 医 院 44-2801 
（内 子 町 ）

（ 日 ）
池田泌尿器科医院 24-3100 
（大 沙廿 市）

1 7 日
芳我 外科医院 44-2560 
（内 子 町）

（日） 清家（ 産婦人科医院 24-6868 
大 洲市）

2 4 日 堀 J 11 
子医町）

院 43-0555 
（内

（日） 泉
（ 内大 闘 市医 ） 院 2 4 — .6 4 0 7 

2 9 日 宝（ 内来 子 医町） 院 44 - 2248 

（金） 松元（ 大産婦洲人科市医） 院 24 - 3067 

共

栄
八
重
栗

共

栄

＊

＊

＊

＊

＊

＊

 

＊
 

＊
ぉ
誕
生
お
め
で
と
う
＊

ご
ざ
い
ま
す
＊

＊
 
＊
 
*

＊

＊

*

＊

＊

 

*

＊

*

＊

*

＊

 

＊
 
＊
 

＊
ご
め
い
ふ
く
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す

＊
 
＊

＊

 

*

＊

*

＊

*

*

 

松
本

一
さ
ん

(
83
歳）

金

田

長

鶏

さ

ん

(84
歳）

奥
田
睦
太
郎
さ
ん

(88
歳）

中
居
谷長
女
生長
女

汗

大
野

嘉

博

さ

ん

あ

す

か

明
日
翔
ち

ゃ
ん

中
野
富
士
雄
さ
ん

ゅぃ唯
ち
ゃ
ん

救 急 病

院

曜 日 病 院 名 電 話

月・火 大、洲市立病院 24-2151 

水 カ日 戸 病 院 24-5101 

木～日 大、洲中央病院 24-4551 

※変更になる場合がありますので前もって連絡してからお出かけ下

さし ‘o

お知らせ

定時放送の時間の変更について

現在、定時放送を 3時30分と 6

時20分に行っておりますが4月 1

日から 9月30日までを夏時間とし

て 3時と 7時50分に放送します。

尚、 10月 1日から 3月31日まで

の間は冬時間として 3時と 6時20

分に放送の予定です。

4
月
5
日
（
火
）

午
後
1
時
30
分

ー

4
時
30
分

肱
川
町
公
民
館

二
階
青
年
室

▽

相

談

員

福

田

保

委

員

※
自
宅
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

6

三
四
ー
ニ
五

0
八

▽
場

所

▽
日

時

◎行政相談

4 4 
相月 月

20 5 圭畝火
日 日

水 火 日

寺宮 芦ロョ 炉田 担
岡田 永田 当

相

初義悦
吾畝火

宙I~ 成皿 子保
員

▽

場

所

▽

時

間

午
後
1
時
30
分

ー

4
時

30
分

肱
川
町
公
民
館

二
階
青
年
室

◎
心
配
ご
と
相
談

面
国
:
匿
羹
国

◎

4
月
の
不
燃
物
収
集

▽
収
集
日

4
月
15
日
（
金
）

（
出
す
の
は

4
月
14
日
中
に
）

▽
収
集
地
区

予
子
林
・
岩
谷
・
正
山
地
区
・
見
の
越
・

月
野
尾
・
京
造
・
鹿
野
川
・
中
野
（
篠
谷
・

滝
山
）
・
上
森
山
・
八
重
栗

◎
不
用
犬
回
収
日

▽

日

時

4
月
12
日
（
火
）

午
前
9
時
ま
で

▽

場

所

保

健

セ

ソ

タ

ー

※
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

場

所

[
 

-

大

洲

縫

製

午

後

1

宇

和

川

工

場

ー

2

、

4
月
1
旦
金
）
一

日

程

時

間

◎
子
宮
が
ん
検
診

ー
一
午
前
9
時
30
分

t11時
30
分

4
月
13
日
（
水
）
一
保
健
セ
ン
タ

日

程

一

場

所

時

間

◎
幼
児
教
室日。
日

0

場

所

0 0 

日場

時所

0

日

時

4
月
5
日
・

4
月
訊
日

午
前
10
時
ー
午
後
4
時

大
洲
商
工
会
議
所

4
月
7
日
・

4
月
21
日

午
前
10
時
ー
午
後
4
時

内
子
町
商
工
会

◎
社
会
保
険
年
金
相
談
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